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はじめに

本報告書は、平成21年度農林水産物等海外販路創出・拡大委託事業により日本パ

ビリオンを設置・運営した水産物等専門の国際見本市「International Boston Seafood 

Show」における同パビリオンの展示・商談活動について取りまとめたものである。

農林水産省では、農林水産物等の輸出を平成25年までに１兆円規模にするという政

府の目標の実現に向け、各種の輸出促進事業を実施している。農林水産物等海外販

路創出・拡大事業（海外展示・商談活動）は、日本産農林水産物・食品の海外への販

路の創出・拡大を目的とし、輸出志向のある生産者等に対し、海外における展示・商談

活動の場を提供するものである。

本事業においては、北米最大の水産物等専門の見本市である「International Boston 

Seafood Show」に日本パビリオンを設置し、北米地域への水産物・水産加工品の輸出

に向けて新規参入・市場拡大を目指す日本企業等に対し、販路開拓のための場を提

供した。

本報告書が関係各位にとって参考となれば幸いである。

なお、本事業は、共同ピーアール株式会社が農林水産省の委託を受けて実施した。

平成22年3月
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Ⅰ. 見本市開催概要

於： The Westin Boston Waterfrontプレス試食会17:00～19:00

撤去作業15：00～

見本市開催10：00～15：00
3月16日（火）

見本市開催10：00～17：003月15日（月）

09：30～ 全体ミーティング見本市開催10：00～17：00
3月14日（日）

13：00～ 全体ミーティング08：00～16：003月13日（土）

夜：出展者現地入り
日本パビリオン設営

08：00～16：003月12日（金）

備考内容時間日程

輸出志向のある日本の水産物・水産加工品の生産者等が、海外へ輸出するための足がかりとして、米国・
ボストンで開催される「International Boston Seafood Show」の展示・商談活動を実施。同時に日本水産
品の普及を目的とする試食イベントを開催。

開 催 内 容

いか、えび、かき、かんぱち、さば、さんま、しゃも卵、ずわいがに、海苔、はまち、ぶり、わさび、

海藻加工品、魚介類加工品、水産練り製品 等
出 展 物

展示ブース：10小間（90㎡）＋共用ブース：6小間（54㎡）出 展 内 容

1805ブ ー ス 番 号Japan Pavilion名 称

17,178人（昨年度8%増／2010年実績）来 場 者 数

869者（海外からの出展：32カ国／2010年実績）出 展 者 数

162,030sq.ft （約15,053㎡／総展示面積／2010年実績）規 模

Seafood Expositions主 催

Boston Convention & Exhibition Center
＜住所＞ 415 Summer Street, Boston, MA 02210, USA
＜URL＞ http://www.advantageboston.com/

会 場

2010年3月14日(日)～16日(火) 
＜開催時間＞ 10：00～17：00（最終日15：00まで）会 期

The International Boston Seafood Show 2010 （IBSS2010）名 称

概概 要要

日本パビリオン概要日本パビリオン概要

日本パビリオン・全体スケジュール日本パビリオン・全体スケジュール
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Ⅱ. 会場概要-1（フロア構成）

THE WESTIN BOSTON WATERFRONTC

PERISHABLE STORAGE
（ ローディングドッグ…IBSS共同保管場所＜冷蔵・冷凍＞）B

SHOW MANAGEMENT OFFICE / CUSTOMER SERVICE DESKS
（追加備品・冷蔵冷凍・電源等のリース及び氷のデリバリーサービス申込・問合せ先）

A
主
要

施
設

入
口
入
口

C

A

Japan PavilionJapan Pavilion

No.1805No.1805

来場者受付来場者受付

B

633

951

1033
939

2105

2057

1833

1905

1705

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

エクアドル

マレーシア

ベトナム

チリ

エストニア

中国

オマーン

台湾

Estonian Association of Fishery

CAPPMA-China Aquatic Products Processing & Marketing Association

The Omani Centre for Investment Promotion and Export Dev

Taiwan Frozen Seafood Industries Assn

他国出展状況

CORPEI

Department of Fisheries Malaysia

Vietnam Association of Seafood Exporters and Producers

Global Seafood Chile SA
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Ⅱ. 会場概要-2（日本パビリオン小間配置）

1805-J

1805-I

1805-H

1805-G

1805-F

1805-E

1805-D

1805-C

1805-B

1805-A

ブースNO

金印物産株式会社

株式会社ヤマヨ

株式会社紀文食品

森松水産冷凍株式会社

マリンフーズ株式会社

丸徳海苔株式会社

クニヒロ株式会社

株式会社スギヨ

株式会社カネダイ

株式会社兵殖

出展者名
共有スペース
（商談スペース）

共有スペース
(ｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽ、ｽﾄｯｸﾙｰﾑ、
アンケートスペース、受付)

1805-A
兵殖

1805-F
マリン
フーズ

1805-B
カネダイ

1805-G
森松水産
冷凍

1805-C
スギヨ

1805-H
紀文食品

1805-D
クニヒロ

1805-I
ヤマヨ

1805-E
丸徳海苔

1805-J
金印物産

ストックルーム

アンケートスペース
（反対側にも設置）

イベントスペース

出展ブース（反対側も同様）

商談スペース
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Ⅱ. 会場概要-3（写真：日本パビリオン）
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Ⅱ. 会場概要-3（写真：IBSS会場全体）
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Ⅲ. 出展者紹介-1（リスト）

いか加工品（塩辛）、さば加工品（甘酢しめ）、さんま加工品（甘酢しめ）、海藻加工
品（つるあらめ昆布漬け）

出展物

株式会社ヤマヨ
Yamayo Co., Ltd. 〒031-8577 青森県八戸市江陽4-10-24所在地

http://www.yamayo.info/U R L町田健司担当者

水産練り製品（かに風味かまぼこ）出展物

株式会社スギヨ
Sugiyo Co., Ltd.

〒926-8603 石川県七尾市府中町員外27-1所在地

http://www.sugiyo.co.jp/U R L守 義信担当者

http://www.rumijapan.co.jp/

http://www.noriya3.com

http://www.marinefoods.co.jp/ 

http://www.veristores.com/kunihiro/

http://www.kinjirushi.co.jp/

http://www.kibun.co.jp/ 

http://www.kanedai-kesennuma.co.jp

http://hyoshoku.com/

U R L鎮西克彦担当者

〒794-0032 愛媛県今治市天保山町5-2-20所在地

はまち（養殖フィレ、養殖ロイン）、かんぱち（養殖フィレ）出展物

森松水産冷凍株式会社
Morimatsu Suisan Reito Co., Ltd.

U R L古川 靖担当者

〒733-0833 広島県広島市西区商工センター7-1-40所在地

海藻加工品（焼のり、塩のり、わさび味のり）出展物

丸徳海苔株式会社

U R L丸井孝樹担当者

〒141-6011 東京都品川区大崎2-1-1 Think Park Tower 11F所在地

海藻加工品（冷やしわかめ）、いか加工品(中華いか山菜、てりいか、海鮮えだ豆
サラダ）、水産練り製品（かにかま）、その他水産加工品（味付ししゃも卵 ）

出展物

マリンフーズ株式会社
The Marine Foods Corporation

U R L鈴木 隆（ケーエス商会）担当者

〒722-0051 広島県尾道市東尾道15-13所在地

冷凍かき加工品（スチームかき、スチームかきフライ、スチームかきソテー）出展物

クニヒロ株式会社
Kunihiro Inc. 

U R L内田義人担当者

〒104-0033東京都中央区新川1-28-25 東京ダイヤビルディング3号館所在地

わさび製品（本わさび、おろしわさび、きざみわさび）出展物

金印物産株式会社
Kinjirushi Sales Co., Ltd.

U R L三井忠彦担当者

〒105-8626東京都港区海岸2-1-7所在地

水産練り製品（魚河岸あげ、おでん、伊達巻、野菜天）出展物

株式会社紀文食品
Kibun Foods Inc.

U R L佐藤俊輔／小野寺正善担当者

〒988-0033宮城県気仙沼市川口町2-105-1所在地

さんま加工品（甘酢しめ）、ずわいがに、えび（冷凍・刺身用）出展物

株式会社カネダイ
Kanedai Co., Ltd.

U R L山崎要介担当者

〒879-2412 大分県津久見市高洲町3824-7所在地

ぶり（養殖フィレ）出展物

株式会社兵殖
Hyoshoku Co., Ltd. 
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Ⅲ. 出展者紹介-2（ブース模様）

1805-A株式会社兵殖

1805-B株式会社カネダイ

1805-J金印物産株式会社

1805-H株式会社紀文食品



10

Ⅲ. 出展者紹介-2（ブース模様）

1805-Fマリンフーズ株式会社

1805-G森松水産冷凍株式会社

1805-E丸徳海苔株式会社

1805-Dクニヒロ株式会社
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Ⅲ. 出展者紹介-2（ブース模様）

1805-C株式会社スギヨ

1805-I株式会社ヤマヨ
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33月月1414・・1515・・1616日日
「「The International Boston Seafood ShowThe International Boston Seafood Show 20102010」」

輸入通関手続

出展物発送

出展者・出展物
情報まとめ
↓

各種告知ツール
反映

Ⅳ. 運営スケジュール

報告書作成 （提出日：3月23日）

現地イベント準備
及び

展示会準備

ＰＲ活動展開
（日本・米国）

出展物
決定・手配

3月

2009
7月

2月

2010
1月

12月

11月

10月

9月

8月

審査～出展者決定
（決定：2009年10月30日）

出展者募集
8月24日～10月16日

出展者説明会
2009年11月6日

英語版WEBサイト開設

募集要項＆WEBサイト
制作

出展者募集準備及び運営プラン調整

NY事前サンプリング
2月8日（月）～2月13日（土）



13

Ⅴ.商談支援活動（施策概要）

商談マッチング施策の実施商談マッチング施策の実施

商談支援のため、出展者とバイヤー等との商談をセッティングするマッチング施策を実施。会期2ヶ月前（2010年1月）より米国を
中心とするバイヤー等に招待状の送付ならびに電話・メールによるコンタクト活動を通して、会期中の商談誘致や会期初日（３月
１４日）の試食レセプションへの招致を行い、商談機会の創出に努めた。

◆招待状

738社コンタクト企業総数

2097通E-DM送信総数（Reminder除く）

15通3/12（金）Reminder電話＆Email

43件随時フォローアップ電話＆Ｅmail

12件738通3/8（月）3回目E-DM

15件697通3/2（火）2回目E-DM

16件662通2/11（木）初回E-DM

問合せ
件数

送信数日付コンタクト内容◆コンタクト内容

DMDMハガキの活用ハガキの活用

出展情報をまとめたDMハガキを制作し、各社100部づつ提供（ⅩⅦ. 参照資料 -制作物4）。
出展者は事前の商談活動やまた事後のフォローアップ活動のツールとして活用した。
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Ⅴ.商談支援活動（商談成果）

事前に行った商談マッチング活動の結果、下記（上）の商談アポイントメントをセッティングした。また会期中に行った来場者アン
ケートの際、バイヤー及びレストラン関係者については、興味のある出展者（物）を聞き、都度、各出展ブースに案内し、商談へと
誘導した。

◆ 商談マッチング施策による商談概要

◆来場者アンケートを介して商談誘致した件数

6件

17件

24件

61件

シーフードマーケット（卸関連）

ホテル・レストラン関係者

輸出入業者

ディストリビューター

合計：108  件

インポーターを探しているクニヒロ㈱との商談設定のため連絡。当日は全出展者を案内して、個別に商談を
行った。

試食レセプションに招待。レセプションの前に日本パビリオンを案内して、個別に商談を行った。

牡蠣に興味があり、クニヒロとの商談を設定。その他、日本パビリオン全体を案内して個別に商談を行った。

スギヨ、マリンフーズとの商談を設定した。その他、全出展ブースをまわって、連絡先と資料を持ち帰った。

養殖ハマチに興味があり、兵殖および森松水産との商談、さらに牡蠣も取り扱っているということでクニヒロと
の商談を設定。

ぶり、はまち、かに、えび等に興味があり、兵殖、森松水産冷凍、カネダイとの商談を設定。

うに、たらこ、マサゴ、ハマチおよび調味料を探していたため、兵殖、森松水産冷凍、マリンフーズ、金印物
産、ヤマヨとの商談を設定。

養殖ハマチに興味があり、兵殖および森松水産との商談を設定。

すり身製品と海苔について商談を希望していたため、紀文食品、スギヨ、丸徳海苔、マリンフーズとの商談を
設定。

すり身製品と海苔について商談を希望していたため、紀文食品、スギヨ、丸徳海苔、マリンフーズとの商談を
設定。

丸徳海苔、金印物産との商談を設定。

シーフードのインポーターで養殖ハマチと海草サラダの商談希望があり、森松水産、兵殖、マリンフーズ、ヤ
マヨとの商談を設定。

出展者（物）を特定せず商談を設定。当日各製品の説明を行った後、養殖ブリ・ハマチおよび海草サラダに
興味があり、森松水産、兵殖、マリンフーズとの商談を設定。その他、全出展者各社の連絡先を持ち帰った。

キャンベルスープなど大手企業に原材料を卸している企業で、各ブースを案内して、個別に商談を行った。

牡蠣に興味があり、クニヒロとの商談を設定。

ホタテの商談を希望。ホタテのサプライヤーになれるという㈱カネダイ、マリンフーズ㈱、㈱ヤマヨとの商談を
設定したが、当日は悪天候により来場できず。後日連絡があり、ホタテ商品の見積依頼があり、各社が直接コ
ンタクトをとって交渉中。

森松水産冷凍とインポーターを通さず直接契約を希望していたが、ロット設定があわず、商談は成立せず。

フロリダにあるオイスターレストランでクニヒロとの商談を中心に、兵殖、カネダイ、マリンフーズとの商談を設
定。

ケンタッキーフライドチキン、ピザハット等のファーストフード及びレストランチェーンを展開する企業。海藻を
取り扱う生産者を探しているということでマリンフーズほか、スギヨ、カネダイとの商談を設定。

Yum! Brands, Inc レストラン

商社SEATRADE INTERNATIONAL CO. INC

Universal Seafood

卸業者

インポーター

小売・卸業者

JFC International Inc.

Oceanside Seafood Inc.

Rastelli Seafood

SEAFOOD IMPORTS, INC

卸業者

卸業者・インポーター

インポーター

Uoriki Fresh Inc.

Yama Seafood

Pacific Seafood Group

日系商社

日系商社

西本貿易

共同貿易

日系商社

SUN HING WHOLESALE

Seasource Imports

East Coast Seafood

レストラン

J.H. Miles & Co., Inc. 原料メーカー

卸業者

卸業者・インポーター

インポーター

Pacific Plus International

Anna Maria Oyster Bar Inc.

卸業者

レストラン

卸業者Marder Trawling Inc.
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Ⅴ.商談支援活動（商談状況）

商談状況

A社
・一昨年、昨年の出展で引き合いがあった見込客へのフォローが十分でき、数件の成約がまとまる見込み。
・会期後は出展で引き合いのあった企業（ニューヨーク、ロサンゼルス）に立ち寄り、具体的な商談に向けて
準備中である。

B社

・テキサス州のディストリビューターがカニカマ製品で商談がまとまる見込み。
・今回伊達巻を大々的に紹介し、バターで焼くことで風味がまろやかになる事をイベントで紹介して初めて分
かった。アメリカでマーケット拡大していくために、どういった商品を考えていくべきかなどとても意味のあるイ
ベントであった。昨年の方が来場者数は多かったが、今年の方が貴重なご意見をたくさんいただけた。今回
の出展を足がかかりに伊達巻のアメリカマーケット進出の足がかりを固めたい。

C社
・昨年同様、既存取引先の関係企業の出展者・来場者からの商談が10件前後まとまる見込み。
・昨年の出展経験を活かし、今年は事前の調整が十分できたため、商談体制がスムーズだった。

D社

会期後商談について貿易会社やレストラン関係を含めて複数社の引き合いがあるが、取引量などの点から5
から6社程度との商談がまとまる見込み。但し、検疫が厳しく、現在、輸出に関して問題がないかの再確認を
平行して行っているため現時点では正式な成約には至っていない。HACCPや出展物（牡蠣）の輸出事情を
ふまえ、加工品がメインとなってくると想定していたので、今後はスーパーなどに卸していければと考え、現
在、商談中である。

E社
・IBSSでは事前の調整も充分に出来たため中身の濃い商談が出来た。
・新規ではWholeFoodsとの商談ができ現在交渉中。

F社

・ボストンで知り合ったAmericans Master of Tasteのメンバーからエントリーを勧められGoldMedalを受賞。
・商談については現在進行中で全米に150店舗展開しているレストランから大口の依頼や、台湾のレストラン
から関税が高いのは承知の上で現在使用中のものから切り替えたいなどのニーズが出ている。
・今回の出展を含め、本年度の輸出高は前年比数％UPが見込まれる。

G社
・問い合わせ内容から絞り込んで現在商談中。
・引き合いは多いが現地拠点対応を求めるところもありその時点で進まなくなるものもある。
・商談内容はスーパーやケンタッキーなどまとまればそれなりのものが見込めるところが6件進行中。

H社
・現在問い合わせに対してメールでの回答や見積を提出しているところ。
・価格については中国産や韓国産と比較して厳しいが5～6件の商談成立を目指したい。
・共同貿易に対しても日本側で商談中。

I社
・新規の成約がまとまる見込み。
・見積依頼等の引き合いが多くあったが取引量をみながらターゲットを絞り、今後、商談フォローを行う。

J社
・現在、会期中の問合わせや見積依頼に対応すると同時に今後の米国進出の方針を具体的に固めていき
たい。
・日系商社等と今後の商品展開について有益な話が聞けた。

◆出展者における商談状況
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Ⅴ.商談支援活動（商談模様）
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Ⅵ.事前運営報告-1（募集）

（敬称略）

商船三井ロジスティクス 中野
徹

輸送・物流について14：25

セントラル貿易 田中均日本食品の輸出について14：40

休憩（10分）14：15

（敬称略）

閉会15：30

質疑応答15：25

共同ピーアール 菅原豊NYﾚｽﾄﾗﾝにおける事前施策のご案内15：10

質疑応答14：10

共同ピーアール 篠原見弦ブース施工・装飾について13：55

共同ピーアール 篠原見弦出展の概要について13：40

共同ピーアール 木島康雄出展者・プロジェクト関係者紹介13：30

共同ピーアール 菅原豊委託事業会社代表挨拶13：25

輸出促進室 室長 竹内純一農林水産省代表挨拶13：15

開会13：10

開会に先立って（名刺交換）13：00

日時：2009年11月6日 13時～ 15時半
場所：共同PR（株） 研修室

出展者説明会

出展物に関しては、「日本産水産物、日本において最終加工された水産加工品及び日本産水産物を主原料とした水産加工品。た
だし、米国に水産物を輸出するためには、対米水産食品加工施設の認定を取得していることが条件になるため、米国において輸
入・販売できるもの」とし、これら対象出展物の生産者、加工業者、輸出・輸入業者から参加希望を募った。

結果として締切日までに12者の申し込みを受けたが、①日本産農林水産物・加工品の輸出促進に資するものであるか、②出展構
成がバランスのとれたものとなるか、③北米等での市場開拓・輸出拡大が見込まれる品目であるか、④北米等での市場開拓・輸
出拡大のために具体的な考えを有しているか、⑤北米等のバイヤー等業者との商談をフォローする体制が整っているか、⑥新規
参加企業と北米等に既に輸出している企業のバランスがとれたものとなるか、などを出展者選定の基準とし、10者を決定した。

選 定 概 要

○農林水産省ホームページ ○農林水産物等輸出促進全国協議会への告知
○専用ホームページ ○業界紙・一般紙へのパブリシティ

告 知 方 法

日本産水産物、日本において最終加工された水産加工品及び日本産水産物を主原料とした水産加工品の生産者、加工業者、輸
出・輸入業者等を対象に公募。但し、出展物に関しては米国において輸入・販売できるものに限る。

募 集 内 容

最大10者・団体 （小間形式）募集スペース

2009年8月24日～10月16日募 集 期 間

出展者説明会には出展者10者のうち3者が出席（欠席：株式会社カネダイ、クニヒロ株式会社 、丸徳海苔株式会社／いずれも委任状
提出済）。説明会では、見本市および日本パビリオンの概要説明を行ったほか、食品の輸出について、セントラル貿易株式会社代表
取締役 田中均氏による講演を実施。

出展者募集・選定出展者募集・選定

出展者説明会出展者説明会

農林水産省 大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 竹 内 純 一

大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 岩 田 剛

大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 國 兼 洋 平

漁政部加工流通課水産物貿易対策室 高 松 亜 弥

出展者 株式会社紀文食品 三 井 忠 彦

上 田 博 之

桑 原 葉 子

程 沙 椰

金印物産株式会社 内 田 義 人

株式会社スギヨ 守 義 信

株式会社兵殖 山 崎 要 介

中 村 真 理

マリンフーズ株式会社 丸 井 孝 樹

川 瀬 博 之

森松水産冷凍株式会社 山 本 和 子

株式会社ヤマヨ 田 面 木 努

物流ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 東京営業部　食品チーム 中 野 徹

輸出促進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ セントラル貿易　 田 中 均

共同PR 開発局 菅 原 豊

開発局 篠 原 見 弦

開発局 木 島 康 雄

海外業務部 阪 井 達 哉

IBSS2010日本パビリオン出展説明会　参加者リスト
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Ⅵ.事前運営報告-2（展示装飾関連）

IBSS2010日本パビリオン事務局では、各出展者の展示ブースの仕様を取りまとめ、
IBSS事務局が指定する関連業者を通して手配した。

FREEMAN
追加備品のリース

ブースデザイン＆設営

場内運搬業務

Boston Convention & Exhibition Center 掃除、電源、電話・インターネット等

ACME Ice 氷（無料）・ドライアイス（有料）の申込み

Lowe Refrigeration 冷蔵・冷凍設備のリース

Mass AV オーディオ・ビジュアル機器類

主
な
デ
ザ
イ
ン
・施
工
業
者

800 Plant It 花・植物

Atlantic Photo Service 写真

Boston Party Rental キッチン用品のレンタル

The Show Management Office 
and

Exhibitor Services Desks

日本を想起させる赤と白を基調としたシンプルな
ブースデザインを採用。各出展企業のブースは

オプションで各種リース品の希望を募り、各社の要望が
反映できるフレキシブル性のあるブース設計を心がけた。

日本を想起させる赤と白を基調としたシンプルな
ブースデザインを採用。各出展企業のブースは

オプションで各種リース品の希望を募り、各社の要望が
反映できるフレキシブル性のあるブース設計を心がけた。

CONCEPTCONCEPT

デザイン・施工業者等デザイン・施工業者等

展示装飾について展示装飾について

赤と白のコントラストが遠目でも引き立ち、
よく目に留まるという来場者の声が寄せられた（出展者より）。
また床面を一面赤色にしたことで会場上にあるエントランス

フロアから見ても統一感があり目を引いた。

赤と白のコントラストが遠目でも引き立ち、
よく目に留まるという来場者の声が寄せられた（出展者より）。
また床面を一面赤色にしたことで会場上にあるエントランス

フロアから見ても統一感があり目を引いた。

EFFECTEFFECT
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Ⅵ.事前運営報告-3（物流 ・ 輸出促進アドバイザー）

IBSS2010日本パビリオン出展事務局では、特定の通関・輸送業者
は指定せず、輸送ルートを持っていない出展者へは、商船三井ロジ

スティクス社を紹介した。

【【物流担当物流担当】】

商船三井ロジスティクス株式会社商船三井ロジスティクス株式会社

MOL Logistics (Japan) Co., Ltd. MOL Logistics (Japan) Co., Ltd. 

〒112-8582 東京都文京区後楽2丁目5番1号
住友不動産飯田橋ファーストビル6階
TEL. 03-3830-7880（代表） FAX. 03-6891-1350

通関・輸送関連通関・輸送関連

輸出促進コンサルティング輸出促進コンサルティング

農林水産省公認 輸出促進アドバイザー
田中 均 氏
（セントラル貿易株式会社 代表取締役 ）

農林水産省の輸出促進サポーターとしても名を連ね、創立昭和37年より日本食の輸出専門
商社の代表取締役として、海外での日本食を通じて日本文化の普及に貢献。米国では
ニューヨーク、カナダ、ハワイに日本食品総合卸問屋があり、特にニューヨークにおいては、
創立明治40年片桐商会(日本食小売店)を経営。

「海外における日本食品」
主催:八戸港国際物流拠点化推進協議会／実施年月日:H19年2月

「アジア及び北米への食品輸出について」
主催:JETRO北海道／実施年月日:H18年12月

「農産物等輸出の取組と課題について」
主催:農林水産省近畿農政局／実施年月日:H18年10月

「東南アジア及び北米への日本食品輸出について」
主催:しまね産業振興財団／実施年月日:H18年2月

講 演 歴

米国、カナダ、 英国、オランダ、 スイス、イスラエル、オーストラリア、ハ

ワイ、グアム、台湾、中国、香港、韓国、タイ、ベトナム、マレーシア、シン
ガポール等

輸出実績国

商談率の向上を目指し、IBSS日本パビリオン出展事務局では、農林水産省公認の輸出促進アドバイザーをつとめるセントラル貿
易株式会社の田中均代表取締役に輸出促進アドバイザーを依頼。出展者説明会にて、食品の輸出に関する講演をした他、出展者
から輸出や出展物に関する専門的な問合せの際は、田中氏はじめ、セントラル貿易株式会社に随時相談・対応してもらった。
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Ⅵ.事前運営報告-4（その他）

商談アシスタントとして日本パビリオン内に専門的な商談にも対応できる通訳を2名配置した。
また出展者の要望によりコミュニケーション支援要員を有料で手配した。

共有スペース内のイベントスペースにて、各出展者が実施する試食イベントのために、米国人MCを手配した。イベント内容
の構想を事前に整理する目的も含め、MC用台本は各出展者が作成。英文での台本作成については、出展者の原稿をもと
に事務局にて英訳等の編集を施し、事前にMCに送付して理解を促した。

通訳・コミュニケーション支援要員の手配通訳・コミュニケーション支援要員の手配

試食イベントの手配（試食イベントの手配（MCMC及び台本）及び台本）
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Ⅵ.事前運営報告-5（NY事前サンプリング施策）

§会期前にニューヨーク市内の有名レストランにて、日本パビリオン出展物を使った限定メニューを提供。
§米国を代表する有名シェフが手がけるという話題性で、米国メディアにおけるパブリシティ活動を行い、

開催までの認知度を高め、商談数の向上を目指した。

【開催時期】
2010年2月8日～2月13日 （ニューヨークで開催されるレストランウィークにあわせて実施）

【開催レストラン】

2009年にオープンしたグランド・セントラル駅の近くにあるコンテンポラリー・スペイン料理レストラ
ン。店内はガラス張りのモダンで開放的な「タパスバー」と、高級感が漂う「ダイニングエリア」のに
分かれており、それぞれ異なるメニューを提供している。厨房で指揮をとるのは日本の「スミレ・レ
ストラン」、アメリカ風天ぷらレストラン「バー・フライ」等でエグゼクティブ・シェフをつとめたジョッ
シュ・デチェリス氏。

住所 ： Metlife Building, 44th street and Vanderbilt Ave, NY 10166
電話 ： 212-867-6767
WEB ： http://www.patinagroup.com
時間 ： 11:30 am - 3:00 pm / 5:00 pm - 10:30 pm
シェフ： Josh DeChellis

※期間中メディアを招致する他、限定客にメニュー提供

La 
Fonda Del Sol

1987 年にニューヨークのトライベッカにオープンした自身の名前を冠したレストランによって、ザ
ガットなど各方面からかつて無い高い評価を得たデイヴィッド・ブーレイ氏は、以来、最先端のキュ
イジーヌとホスピタリティーの旗手として広く認識されている。キャリアの始めにフランスの高名な
シェフ数名の下で研鑽を積んだブーレイ氏によるフランス料理は、日本を始めとするアジアの食材
を革新的に取り入れていることで知られている。トライベッカを本拠地として現在までに他地域にも
レストランを拡大、2008 年にオープンしたBouley（ミシュラン2 ツ星）を含む何れのレストランも高
い評価を得ている。

住所 ： 163 Duane Street, NY 10013
電話 ： 212-964-2525
WEB ： http://www.davidbouley.com/
時間 ： 11:30am - 3:00pm / 5:00pm - 11:30pm
シェフ： David Bouley

※期間中メディアを招致する他、一般客にも有償でメニュー提供

Bouley

実施概要実施概要
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Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）

参加出展者および提供食材参加出展者および提供食材

メディアコンタクトメディアコンタクト

メディアコンタクトの結果、下記10社を招致。（掲載実績は「Ⅶ. PR活動報告-3（PR活動／米国）」を参照）

きざみわさび金印物産株式会社

スチームかきクニヒロ株式会社

かに風味かまぼこ株式会社スギヨ

いか塩辛株式会社ヤマヨ

海鮮枝豆サラダマリンフーズ株式会社

はまち森松水産冷凍株式会社

魚河岸あげ株式会社紀文食品

まるずわいがに株式会社カネダイ

本施策には出展者10者のうち8者が参加し、下記の食材を提供した。

食に関する有名英語ブログ。Leblang氏は、Associated 
Press他広くフードライターとして活躍すると共に、食に関
する本を共著を含みこれまでに6冊出版している。

Bonnie LeblangBite of the Best

食を中心とした日本および日本文化を扱った月刊誌。発
行部数5万部。

Tomoko OmoriChopSticks NY

クッキング・ファンのための調理方法やテクニックなどを
満載した月刊誌。発行部数25万1,690部。

Lisa WaddleFine Cooking Magazine

商品、トレンド、器具などのニュースや情報を扱うシェフや
レストランなどに向けた業界月刊誌。発行部数5万5,750
部。

Juliet GlassFood Arts

日本食に関する最大の英語ブログ。Salat氏は、ニュー
ヨーク・タイムズ紙他、様々な刊行物でライターとして活躍。

Harris SalatJapanese Food Report

Marcie Ver Ploeg

Dennis Marrero

Patricia Cobe

Sonya Moore

Richard Turcsik

記者名

レストラン業界専門週刊誌。発行部数6万2,000部。Nation’s Restaurant News

レストラン、ホテル、リゾートなどのフードサービス業界専
門月刊誌。発行部数7万6,100部。

Restaurant Business Magazine

Specialty Food Tradeの公式月刊誌。発行部数3万100
部

Specialty Food Magazine

Seafood Cooking for Dummiesなど著作多数。スーパー
マーケット・チェーンWegmans、料理学校、レストランの
広報VPとしても活躍、日本食材に造詣が深い。

Freelance Food Writer

リテールおよび卸向け食品業界専門月刊誌。発行部数3
万6,023部。

Grocery Headquarters

媒体概要媒体名

※会場配布（掲載実績は「Ⅶ. PR活動報告-3（PR活動／米国）」を参照）
Seafood Business Magazine
シーフード・バイヤーのための業界専門誌。IBSS第1日目（3月14日）付の「デイリー・スペシャル」にて、Japan 
Pavilionについて大きく扱った記事を掲載予定。参加登録をしているショー参加者のホテルの部屋に配布。
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株式会社カネダイ（まるずわいがに）

たらの衣にかにかまぼこ（スギヨ）を使用している。蟹の風味が
もっと欲しい。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
蟹と蟹風味かまぼこの衣のタラ、ギンディージャ・デ・バスカ

（バスク風唐辛子）

蟹は非常にデリケートな食材であり、特にフレンチで使用する
場合は、蟹本来の食感を損なわないように日本で出荷する以
上に冷凍状態について細心の注意を払うことが必要である。

BouleyBouley
ポルチーニのフラン、蟹とブラック・トリュフのだし

【米国メディアのコメント】
・米国で広く使われる可能性がある。

・ポルチーニ・フランとの組み合わせが素晴らしかった。

23

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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株式会社紀文食品（魚河岸あげ）

24

魚河岸揚げは、米国人に馴染みが無いため、出されても何の
ことだかわからないと思う。スナックとして揚げると、米国人に
受けるかもしれない。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
魚河岸あげとスロウ・ポーチド・ダック・エッグ、
レンテルとチョリーソ

フレンチ・レストランでは、魚のすり身を使ったソフトなフランや
ムースの技法もあるため、加工品を使うケースは少ないと思う。
しかし、美味しく頂ける品なので、一般マーケットでは重宝され
るかもしれない。

BouleyBouley
魚河岸あげ、焼き南瓜のソース、かに風味かまぼこと
インゲン豆のあんかけ、ぶぶあられ、浅葱

【米国メディアのコメント】

それ自体ではあまり風味が無いが、レンティル豆と一緒に料理されると大変美味しく、シェフ・ディケリスの手にかかると素晴らしい

料理になった。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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金印物産株式会社（きざみわさび）

25

本品はMSG（グルタミン酸ソーダ）などの添加物や混ぜものが
多く使われているので、日本食材のピュアであるというイメージ
から離れてしまう。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
【左】ハマチのプランチャ、わさびとスパニッシュ・オイル

【右】牡蠣のスープとポテト・リーク、牡蠣のセラノ・ハム包み

ソースは鰹出し汁にトリュフを利用。ホタテは塩をしてソテー。
本品は、少し辛みが強すぎる。ニューヨーカーには、わさびの
知識が豊富な人も多く、加工品には偏見があるほどである。も
う少し辛味を押さえるなどＮＹ向けの味のものがあってもよい。

BouleyBouley
貝柱の黒トリュフ、だしソース、きざみわさび、七味、柚子添え

【米国メディアのコメント】

・このように刻んだわさびは、今まで見たことがない。

・わさびの歯ごたえがよかった。

・米国で、広く使われる可能性があると思う。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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クニヒロ株式会社（スチームかき）

26

便利で品質が均一である。

風味を引き立てる目的で使いやすい。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
牡蠣のスープとポテト・リーク、牡蠣のセラノ・ハム包み

ニューヨークでは新鮮な牡蠣が入手できるため、冷凍品を使う
必要性を感じない。蒸した牡蠣が必要な場合、シェフのやり方
で蒸すことが出来ないという問題もある。 ただし身も大きく味も

悪くないので、一般的には売れるだろう。

BouleyBouley
牡蠣のシチュー、黒玉葱のパウダー添え

【米国メディアのコメント】

・もっと新鮮さがほしい（鮮度に関する意見が多い）

・ハムとの組み合わせが、驚くほど良かった。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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枝豆サラダをふんわりとしたココナッツのフォームで包んだ一
品。トッピングに塩辛キムチ漬けを使用。枝豆サラダは、La 
Fonda Del Solで使用することは無いと思うが、大衆的なスシ
の店では使えるだろう。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
枝豆サラダと塩辛キムチ漬け、ココナッツ・クラウド

今回、枝豆サラダは、塩コショウしてバターで軽くソテーした。
本品はたこの食感が生っぽく、米国人には難しいだろう。

BouleyBouley
【左】枝豆サラダ、キャビア和え、キャベツラディッシュ
【右】枝豆サラダ、梅酒のゼリーのせ、かぶらの千枚漬け
バジルスプラウト、バジルオイルソース、バルザミコ醤油ソース

マリンフーズ株式会社（海鮮枝豆サラダ）

27

【米国メディアのコメント】
・つまみとして出される枝豆は塩味で気軽に食べられるが、この枝豆は、慣れている味と違う味がした。
・食材として使いやすいとは思わなかった。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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森松水産冷凍株式会社（はまちロイン）

28

食材の取扱い、パッケージングが素晴らしい。魚自体は特別で
はないかもしれないが、手軽に扱える商品として、非常に価値
があると思う。U.S.市場での成功の可能性が大きいと思う。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
【左】ハマチのタコス、アボカドとハラペーニョ

【右】はまち ロインのセビーチェ、パイナップルのピクルス、コリ

アンダー、オリーブオイル

ブーレイでは既に、バキュームパックのものを既に使用してい
る。品質と価格次第で、需要はあると思う。

BouleyBouley
ハマチの抹茶オイル（ハマチは軽く蒸し煮されている）
ジンジャー風味のソース添え

【米国メディアのコメント】

・刺身としてサーブされたものは、マイルドなバターのようにとろけるようなフレーバーがあった。

調理されたものは、多少ポロポロとした食感が気になった。

・クリーミーなソースとピュアな魚のコンビネーションが素晴らしかった。

・脂っぽいと思った。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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株式会社スギヨ（かに風味かまぼこ）

29

たらの衣が、かにかまぼこで出来ている。La Fonda Del Solで
は使わないだろうが、かに風味のかまぼこは、アメリカ人には
馴染みのある食材だと思う。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
蟹と蟹風味かまぼこの衣のタラ、ギンディージャ・デ・バスカ

（バスク風唐辛子）

魚河岸揚げと同様、フレンチ・レストランでの需要は厳しいと思
うが、一般マーケットでは重宝されるであろう。

BouleyBouley
魚河岸揚げ、焼き南瓜のソース、
かに風味かまぼことインゲン豆のあんかけ ぶぶあられ、浅葱

【米国メディアのコメント】

・風味があまり感じられなかった。

・よく知られている食材なので、取り立てて新鮮味はなかった。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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株式会社ヤマヨ（いか塩辛 ）

30

パエリアのガーニッシュは、フレッシュなイカ。パエリアでは、塩
辛をペースト調味料のようにして使用。いか塩辛は、味噌のよ
うに、調味料として使える可能性がある。

La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol
【上】枝豆サラダと塩辛キムチ漬け、ココナッツ・クラウド

【下】スパニッシュ・パエリア・ライス、イカの塩辛風味

塩辛は、アメリカ人に馴染みがなく、フレンチ・レストランでの需
要は無いだろう。 塩辛キムチ漬けは、辛味と酸味、風味が他

の食材や調味を寄せ付けないところがあるので、レストランで
の使用は難しいと思われる。

BouleyBouley
イカの塩辛、イクラ醤油漬け、
エンダイブのせ柚子と土佐酢のジュレ、刻み柚子

【米国メディアのコメント】

・非常にユニークで、米国ではあまり知られていない食材である。

・米国で広く使われる可能性があると思う。

・イカの塩辛のような珍しい食材が、スペイン料理に使うことが出来るのか想像できなかったが、

シェフの食材の使い方は素晴しいと思った。

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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実施模様／実施模様／BouleyBouley

Bouley正面入口Bouley外観

Bouleyダイニングルーム サンプリング

Japan Pavilion 2010 特別メニュー

31

Ⅵ．事前運営報告-6（NY事前サンプリング施策）
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実施模様／実施模様／La Fonda Del SolLa Fonda Del Sol

メディア向けメニュー提供が行われた、
La Fonda Del Solダイニング・ルーム。

【キッチンにおける調理の状況】

Japan Pavilion NY Preｖiewテースティングメニュー

ディケリス氏、アシスタントと共に

実施模様

正面入口

32
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総評総評

（Bouley）
プレフィックス・ランチとして一人90ドルで提供の準備がされた。

（La Fonda Del Sol）
一人125ドルのプレフィックス・ディナーとして提供の準備がされた。

提供価格

La Fonda Del Sol

Bouley

La Fonda Del Sol

Bouley

La Fonda Del Sol

Bouley

日本食材啓蒙に対するやる気をシェフから感じた。どの食材も輸入時に形や鮮度

が保たれて、値段も求めやすければ、海鮮も野菜も調味料も可能性は非常に高い

と思う。ハマチがバターのようにフレーバー。蟹を使ったポルチーニのフランが美味

だった。

メディア

評価

米国で入手が困難な日本のシーフードを試す、素晴らしい機会であった。魚河岸

揚げ、わさびなどの日本食材を、パエリアやレンティルなどのスペイン料理に見事

に取り入れられたフュージョンが素晴らしかった。ハマチは、米国で成功する確率

が非常に高いと思う。

シェフの日本食材に対する知識は高く、メディアの関心の高まりも感じた。全体的
に今回提供された食材は米国で受け入れられる可能性があるようだ。加工品につ
いてはレストランとして使用しづらい面もあったようだが、一般の食材としては受け
入れられると評価されているものもあり、メディアからは料理として高い評価を得て
いる。

総評

レストランで使用する食材には冷凍状態に細心の注意を払うことが重要（ブーレイ
氏）。加工品は一般向けで、レストラン業界には素材そのものの方がふさわしい。
米国では既に同じものや代用品が流通しているものが多く違いをはっきりと伝える
ことが重要。（山田氏／日本人シェフ）

シェフの

コメント

日本食材をスペイン料理に取り込むという、非常にエキサイティングな機会であっ

た。日本食材には、純粋、ピュアというイメージがある。だからこそ、我々も日本食

材に興味を持つのであり、今後もピュアな食材をプロモートして欲しい。なお食材に

もよるが、冷凍されたものを使うことに抵抗は無い。

ディケリス氏はイベントに対して非常に協力的で、日本食材に対して非常に情熱的

な方であった。最近注目されている若いシェフ、そしてスペイン料理に日本食材を

取り込むという意外性のためか、メディアの関心も非常に高かった。

ブーレイ氏は日本食に造詣が深いことで知られるシェフであるが、そのため、日本
食材に関する評価基準も非常に高い。特に、氏のレストランで提供される料理とな
ると、最高レベルを求め、一部の食材については厳しいコメントを述べている。

所見
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Ⅶ. 現地運営報告- 1（運営＆出展スタッフ一覧）

（敬称略）

田 村 彰 規

Michael Colangelo

Yoko Urano

Asako Kimura

Colangelo and Partners Public Relations商談マッチング

MSA PARTNERS

町田 健司、田面木 努株式会社ヤマヨ

氣戸 直人株式会社スギヨ

渡辺 等、加賀 智晶、重見 浩子、加賀 亜樹森松水産冷凍株式会社

石井 雅子、尺田 詠子丸徳海苔株式会社

丸井 孝樹、川瀬 博行、武居 順平、平野 輝雄、田川 伯法マリンフーズ株式会社

川崎 育造、鈴木 隆、川崎 志穂、鈴木 美代子クニヒロ株式会社

内田 義人、五味 雄吾、蒲原 孝郎、縄稚 暢雄、國枝 真金印物産株式会社

上田 博之、エドワード ジョン、桑原 葉子、笠井 範子株式会社紀文食品

佐藤 俊輔株式会社カネダイ

角田 晴夫、山崎 要介、村中 昭男、中村 真理株式会社兵殖

出展者

Ethan Mandel

米国PR

中 野 徹

商船三井ロジスティクス株式会社物流

協力企業

渡 辺 久 芳開発局 米国パートナー

剣 隆開発局 開発企画室

阪 井 達 哉開発局 海外業務部 主任

篠 原 見 弦開発局 開発企画室 主任

木 島 康 雄開発局 開発企画室 部長

菅 原 豊開発局 執行役員 開発局局長

共同ピーアール株式会社
出展

事務局
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Ⅶ. 現地運営報告- 2（顔合わせMTG等）

会期中は、毎日、開催前後に事務局スタッフ・出展者が集まってミーティングを実施し、出展・運営にあたっての諸注意
や伝達事項などの情報の共有を徹底した。
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Ⅶ. 現地運営報告-3（試食イベント）

共有スペース内のイベントスペースを活用した試食イベント（デモンストレーション）は、昨年よりも実施希望が多く、出展10社中9社
が実施。「おいしい」ロゴ入りエコバッグの配布やMCを交えたエンターテイメント性の高い演出効果によって、日本パビリオン周辺
を往来する来場者のほとんどが足をとめて関心を示プレゼンテーションに耳傾けた。各社とも試食イベントを布石に自社ブースに
来場者を呼び込んでいた。

スケジュール
＆
内容

MC

MCには日本語が堪能な米国人を手配した。

進行台本は各出展者が用意・作成。出展事務局にて英訳し、現場では

会期前日からMCと共に演出プランを検討し、事前にリハーサルを実施。
出展社の中には自ら英語スピーチによるデモンストレーションを実施する

会社もあった。

実施概要実施概要

■参加社数…9社
■開催回数…計9回（順番は出展品目のバランスを考慮して決定）
■開催時間…1社あたり約30分程度（準備時間を入れて1時間）最終日は出展者の希望ににより対応。

3月14日 3月15日 3月16日
10:00

30

11:00
兵殖

（ぶり / 刺身）
カネダイ

（まるずわいがに / そのまま）

30

12:00
マリンフーズ

（珍味加工品 / 巻き寿司）
紀文食品

（野菜天ぷら / ソテー等）

30

13:00
クニヒロ

（ｽﾁｰﾑかきﾌﾗｲ＆ｿﾃｰ/丼・巻き寿司・ｻﾝﾄﾞ等）
森松水産冷凍
（はまち / 寿司）

30

14:00
スギヨ

（かに風味かまぼこ / そのまま）
丸徳海苔

（そのまんま焼き海苔 / ソテー等）

30

15:00
ヤマヨ

（塩辛 / そのまま等）

C  L  O  S  E

30

16:00

17:00 　　C   L   O   S   E

希望者
利用枠

O   P   E   N

17：00～19：00
試食レセプション

（隣接ウエスティンホテル於）
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Ⅶ. 現地運営報告-3（試食イベント）

3/14 11：00株式会社兵殖株式会社兵殖

3/14 13：00クニヒロ株式会社クニヒロ株式会社

3/14 12：00マリンフーズ株式会社マリンフーズ株式会社
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Ⅶ. 現地運営報告-3（試食イベント）

3/14 14：00株式会社スギヨ株式会社スギヨ

3/15 12：00株式会社紀文食品株式会社紀文食品

3/15 11：00株式会社カネダイ株式会社カネダイ
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Ⅶ. 現地運営報告-3（試食イベント）

3/15 13：00森松水産冷凍株式会社森松水産冷凍株式会社

3/15 15：00株式会社ヤマヨ株式会社ヤマヨ

3/15 14：00丸徳海苔株式会社丸徳海苔株式会社
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

会期初日（3/14）の展示会終了後、隣接するホテルのバンケットルームで、ホテルの日本人シェフのアレンジによる試
食レセプションを実施。在ボストン日本総領事館の辻総領事 、農林水産省の招聘で昨夏愛媛県でブリを取材したTV
プロデューサー： Dave Eckert 氏を来賓に招き、バイヤーおよびメディア関係者29名の参加を得た。出展物を実際に
試食しながら出席したバイヤーが商談を行うと同時にメディア関係者がインタビューを行った。

実施概要実施概要

29名

2名

17名共同PR（6名）、協力企業（約5名）、通訳（3名）、カメラマン（2名）運営
スタッフ

15名各社2名様出展者

・バイヤー等（レストラン関係者も含む）
・メディア関係者

招待者

63名

・在ボストン日本国総領事：辻 優様
・TVプロデューサー： Deve Eckert 氏来賓

参加者

出展者様とバイヤー等との商談機会の創出を目的とした試食レセプションを開催します。レセプションには商談マッチングで招
致したバイヤー等を招いて行います。また同時にメディア関係者を招き、輸出拡大に向けて積極的に取り組む日本パビリオン
の出展模様、ならびに日本水産物への理解を深め、米国メディアの露出（記事化）を図ります。

目的

The Westin Boston Water Front FANEUIL ROOM
425 Summer Street Boston, MA 02210, MEZZANINE LEVEL
TEL：617-532-4600 FAX: 617-532-4630 ※位置：IBSS会場から渡り廊下を通って前方右

場所

2009年3月14日（日曜日/会期初日） PM17：00～PM19：00日時
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

試食用とは趣向の異なる別の料理にアレンジしたものをカウンターテーブルに10者分／10
品目を並べて展示。あくまで撮影用のため1食分でディスプレイした。

※各社メニューは下記参照

展示方法（撮影用）

楕円形の皿に小さめのポーション（１口サイズ等）を50食分乗せた皿を出展者の社名アル
ファベット順に配置。各皿の側には会社概要のプレートを添えた。

※各社メニューは下記参照

展示方法（テーブル用）

10品目を2回に分けて社名アルファベット順に５者分づつサーブ。
1品目ごとにMCが出展者及び出展品目の説明をし、その後、立食ブッフェ形式で試食。

サーブ方式

■内容

終了18：55

食材が提供される順に、出展社5社ずつ、その代表者が舞台
前に立ち、司会が会社概要や出展物について1社ずつ紹介。
紹介が終わると同時に試食開始。試食開始後は、MCがテー
ブル横で1品ずつ特長を説明。

試食サーブ開始（1回目／5者分）

司会：Mｒ. John Ziemba

取材・歓談18：20

試食サーブ開始（2回目／5者分）

乾杯

17：40

17：15

17：00

来賓挨拶：辻優 総領事（在ボストン日本国総領事館）
特別講演1：デイブ・エッカート（TVプロデューサー）来賓挨拶/主催挨拶/特別講演

司会：Mｒ. John Ziemba

開始

受付開始

■試食会の流れ

【出展食材提供MENU 】
Appetizer       
Datemaki, Baked surimi seafood/w egg （紀文食品）
Flavored Crab meat sea food salad on Cracker （カネダイ）
Sea food salad/w Edamame （マリンフーズ）
Steamed oyster or flied oyster （クニヒロ）
Fresh Vegetable/wasabi Avocado mayonnaise （金印物産）

Entrees
Yellow tail sushi or sashimi （兵殖）
Yakiudon ,sautedfry Japanese noodle/w seaweed flakes （丸徳海苔）
Sushi/w crabmeat and assorted vegetable （スギヨ）
Salted squid/steamed Japanese rice and vegetable （ヤマヨ）
Yellow tail sashimi and Grilled yellow tail/w teriyaki style （森松水産冷凍） ※敬称略
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

NO First Name Last Name Company City State Country
1 Dar Brinham Canadian Fishing Company Bedford Nova Scotia Canada
2 David Morris Canadian Fishing Company Bedford Nova Scotia Canada
3 Park Sam Eitoku International Inc. St.Laurent QC Canada
4 Frattaroti Anna Filippo Restaurant Boston MA USA
5 Takahashi Daisuke New England Mutual Trading Boston MA USA
6 Kentaro Tsurushima New York Mutual Trading Moonachie NJ USA
7 Kosei Yamamoto New York Mutual Trading Moonachie NJ USA
8 Taiki Yasumatsu New York Mutual Trading Moonachie NJ USA
9 Hsihua McCartney Rastelli Seafood Egg Harbor City NJ USA

10 Betsy Freeman Seasource, Inc Morristown NJ USA
11 Jeff Freeman Seasource, Inc Morristown NJ USA
12 Ralph Quisumbing Soho Seafood, Inc Bronx NY USA
13 Roland Teves Soho Seafood, Inc Bronx NY USA
14 Jim Dejoy The Culinary Institute of America Hyde Park NY USA
15 Yoshiki Haibara Uoriki Fresh Inc Secaucus NJ USA
16 Michael McNicholas Uoriki Fresh Inc Secaucus NJ USA
17 Hiroshi Miyake Uoriki Fresh Inc. 八王子 東京 日本

招待者リスト（バイヤー等）招待者リスト（バイヤー等）

招待者リスト（メディア関係者）招待者リスト（メディア関係者）

FIRST LAST 媒体 概要

Wendy Chan New Asian Cuisine アジアのキュイジーヌとレシピ専門のブログ

Veronica Chan New Asian Cuisine アジアのキュイジーヌとレシピ専門のブログ

Rachel Ellner Boston Globe ボストン最大の日刊紙。発行部数：平日35万部、日曜版53万部

Richard Rush Oyster Information newsletter オイスター業界専門の季刊オンライン・ニュースレター

John Saulnier Quick Frozen Foods International 冷凍食品業界専門の季刊誌

Nika Boyce Nika's Culinaria / Raw+Simple 料理書の書評、レシピ、製品サンプルを扱うフォトブログ

Steven Mayer PLATE MAGAZINE
料理業界専門家のための創造的なレシピやメニューのアイディアを扱う隔月
刊誌

Capt Lou Nautical Talk Radio
航海事情、海洋に関するストーリー、環境問題などを扱う、ニューイングランド
地区のウイークリー・ラジオ番組

Rosemary Lamont Nautical Talk Radio
航海事情、海洋に関するストーリー、環境問題などを扱う、ニューイングランド
地区のウイークリー・ラジオ番組

Noriko Ochiai J Magazine ボストンを中心とした生活密着型のコミュニティ誌。

Akiko Russel J Magazine ボストンを中心とした生活密着型のコミュニティ誌。

Clint Hamblin The Boston Courant ボストンの週刊誌。.発行部数5万5,000部。



43

Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

在ボストン日本国総領事館在ボストン日本国総領事館
総領事総領事 辻辻 優優

来賓挨拶来賓挨拶

特別講演特別講演

Dave EckertDave Eckert
（デイブ・エックカート/TVプロデューサー）

エミー賞受賞経験を持つTVプロデューサー。フード＆ダイニン
グのリポートを背景に20年に渡るテレビ放送の経験を持つ。
‘食’に対する情熱とフード、ワイン＆スピリッツの幅広い知識を
もつDave Eckertによって作り出された「Culinary Travel with 
Dave Eckert」は、原産品やその土地の魅力を視聴者に紹介
する人気番組であり、2009年には平成21年度日本食・日本
食材等海外発信事業～海外TVメディア等の招へいの実施～
の一環として、愛媛県の水産物や酒をテーマにした番組が放
映された。

私はこれまで12年間に渡って300時間分の食に関する番組を、約50万人の視聴者に向けて

届けてきました。この番組で、様々な土地の料理を紹介してきました。私は去年9月、日本の

愛媛にブリと日本酒の取材で行ってきました。ブリ養殖場での地元の人々のブリを育てるた

めのこだわりや、加工場での鮮度を保つための努力を見て、とても感銘を受けました。食に

関しては、「ブリのしゃぶしゃぶ」をはじめて食べ、とても美味しくて感動しました。今日は皆さ

んも是非、この美味しいブリとその他の日本食材を楽しんでほしいと思います。

講 演 内 容講 演 内 容

ご来場の皆様、今日はお集まりいただきましてありがとうございます。私自身がこの日本パビ

リオンのレセプションに出席するのは去年に続いて2回目になりますが、日本パビリオンは今

回3回目の出展を果たしました。沢山の日本のシーフードの食材が出展され、とても喜ばしく

思っております。日本の食材はとてもクオリティが高く、さまざまな種類があります。寿司だけ

でなく、他にもある素晴らしい日本食を皆さんに楽しんでいただきたいと思っています。

講 演 内 容講 演 内 容
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

Flavored Crab meat sea food salad on CrackerYellow tail sashimi 

株式会社カネダイ株式会社兵殖

出展物紹介出展物紹介

Fresh Vegetable/wasabi Avocado mayonnaise Datemaki, Baked surimi seafood/w egg 

金印物産株式会社株式会社紀文食品

Sea food salad/w EdamameSteamed oyster and flied oyster 

マリンフーズ株式会社クニヒロ株式会社
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

Yellow tail sashimiYakiudon ,sautedfry Japanese noodle/w 
seaweed flakes 

森松水産冷凍株式会社丸徳海苔株式会社

出展物紹介出展物紹介

Salted squid/steamed Japanese rice and 
vegetable Sushi/w crabmeat and assorted vegetable 

株式会社ヤマヨ株式会社スギヨ
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Ⅶ. 現地運営報告- 5（試食レセプション）

実施模様実施模様
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Ⅷ. PR活動報告（PR活動概要）

本事業に関しては様々なシーンでパブリシティ手法を用いた。政府が推進する輸出促進事業という観点から、限られ
た費用の中で出来るだけ多くの関係者に知らせるために、一般紙/誌・業界紙/誌等での、本事業に関する記事化作
業を、次の通り実施した（掲載記事クリッピングはⅧ～ⅩⅡを参照）。

本事業の当社での受託の決定を受け、専用Webサイトの制作にあたった。また「受託の発表と出展企業の募集」のための記事化
作業を実施。

1月27日に、日本パビリオン出展する旨のリリースを配信。2月に開催する事前サンプリング施策をフックとして、日本パビリオン出
展ならびに出展者情報を広く発信し、出展前の話題喚起を図った、

また2月8～13日に全米のメディアが集中するニューヨークにて有名レストランとタイアップによるPR施策（事前サンプリング施策）を
開催。日本パビリオンならびに出展者・出展物についてより深く掘り下げた記事化の促進を図った。（詳細はⅤ-8章を参照）

会期中はパビリオン内にて下記の体制でプロモート及びプレス対応にあたった。
また初日にあたる3月14日は展示会終了後に隣接するホテルの会議室にて試食レセプションを開催した（詳細Ⅵ-5章参照）。

●共有スペースでのパンフレット配布

●来場者アンケートエリアを設置。

エリア内には出展者情報をまとめたパネル
を掲示。また回答者には広報資材を同梱し
た「おいしいエコバッグ」を配布して、有効な
アンケート回答率の向上を図った。

共有スペース内にプレス担当を設置。

取材や撮影申込の対応を担当した。

画像素材

カメラマンを使って、事後パブリシティ獲得
のため画像素材を撮影した。

ブースでのプロモート活動展示会場でのプレス対応事後パブリシティに向けた活動

日本：日本： 出展者募集時出展者募集時

米国：米国： IBSSIBSS開催前（開催前（11～～22月）月）

米国：米国： IBSSIBSS会期中会期中

会期初日（14日）に開催した試食レセプションを交えた日本パビリオン出展の模様をまとめた事後リリースを3月22日に配信。
また試食レセプションに参加したメディアに掲載に向けたフォローコンタクトを実施。

IBSSIBSS会期後会期後

初日（3月14日）に開催する試食レセプションにメディアを招致するために、開催地ボストンはじめとした有力メディアに個別コンタク
トし、招待状を送付するなどして参加メディアの獲得に努めた。

米国：米国： IBSSIBSS開催直前開催直前（（22～～33月）月）
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Ⅷ. PR活動報告（日本）

【掲載メディア一覧】

日本における日本におけるPRPR活動活動

共同PRが本事業の運営にあたり、募集開始にあわせてリリースを配信。同時に、昨年度のIBSS日本パビリオンについ
て記事掲載したメディアに個別コンタクトし、記事掲載の獲得を図った結果、紙媒体21紙、Web4媒体に掲載された。

社名 掲載日

1 東京商工会議所 ホームページ（中小施設関連情報） WEB 8月17日

2 水産タイムス社 日刊速報水産タイムス 新聞 8月18日

3 水産通信社 日刊水産通信 新聞 8月19日

4 日本商工会議所 ホームページ（トレンドボックス） WEB 8月19日

5 水産新潮社 新水産新聞速報版 新聞 8月21日

6 日刊食料新聞新社 日刊食料新聞 新聞 8月21日

7 水産タイムズ社 日刊速報冷食タイムス 新聞 8月24日

8 水産タイムス社 日刊速報冷食タイムス（Web） WEB 8月24日

9 みなと山口合同新聞社 みなと新聞 新聞 8月24日

10 化学工業日報社 化学工業日報 新聞 8月24日

11 水産経済新聞社 日刊水産経済新聞 新聞 8月24日

12 食品産業新聞社 食品産業新聞 新聞 8月24日

13 水産タイムズ社 水産タイムス 新聞 8月24日

14 水産新聞社 週刊水産新聞 新聞 8月24日

15 冷凍食品新聞社 冷食とチルド 新聞 8月26日

16 青森県庁 青森県（Web） WEB 8月26日

17 日本食品出版 ジャパン・フードサイエンス 雑誌 9月号

18 大日本水産会 水産界 雑誌 9月号

19 食品研究社 フードリサーチ 雑誌 9月号

20 総合食品研究所 総合食品 雑誌 9月号

21 食品化学新聞社 月刊フードケミカル 雑誌 9月号

22 水産社 水産週報 雑誌 9月1日号

23 日本商工会議所 会議所ニュース 新聞 9月11日

24 食品化学新聞社 食品化学新聞社 新聞 9月17日

25 食品と科学社 食品と科学 雑誌 10月号

媒体名



49

Ⅷ. PR活動報告（米国）

米国における米国におけるPRPR活動活動

【掲載メディア一覧（事前） - NY事前サンプリング施策＆日本パビリオン取材記事関連】

P46のPR活動の結果、紙媒体4紙、ラジオ局1媒体、Web61媒体に掲載された。

掲載日

1 29-Jan Seafood Source.com WEB

2 1-Feb GRUB STREET New York WEB

3 10-Feb The New York Times WEB

4 15-Feb Twitter -Restaurant Business Magazine writer- WEB

5 24-Feb ChopSticks NY 雑誌

6 24-Feb ChopSticks NY WEB

7 1-Mar Grocery Headquarters 雑誌

8 1-Mar Grocery Headquarters WEB

9 1-Mar Seafood Source.com WEB

媒体名

掲載日 媒体名

1 27-Jan b BNET WEB

2 27-Jan BENZINGA WEB

3 27-Jan boston.com WEB

4 27-Jan Chron.com WEB

5 27-Jan CNBC WEB

6 27-Jan dBusinessNews (Boston) WEB

7 27-Jan dBusinessNews (New York) WEB

8 27-Jan denverpost.com WEB

9 27-Jan Earth Times WEB

10 27-Jan EON WEB

11 27-Jan Fideliy Investments WEB

12 27-Jan Fobes.com WEB

13 27-Jan globeinvestor.com WEB

14 27-Jan HPCwire WEB

15 27-Jan International Boston Seafoodo Show2010（開催者サイト） WEB

16 27-Jan International Business News WEB

17 27-Jan MORNINGSTAR WEB

18 27-Jan News Blaze WEB

19 27-Jan One News Page WEB

20 27-Jan Preshable News.com WEB

21 27-Jan Scottrard WEB

22 27-Jan Smaｒｔ　Brief WEB

23 27-Jan StreetInsider.com WEB

24 27-Jan TD AMERITRADE WEB

25 27-Jan TD waterhouse WEB

26 27-Jan the Boston10 WEB

27 27-Jan THE FREELIBRARY WEB

28 27-Jan theRochester10 WEB

29 27-Jan WBPonline WEB

30 27-Jan World Market Media WEB

31 27-Jan YAHOO! FINANCE WEB

32 27-Jan YAHOO!CANADA FINANCE WEB

33 28-Jan FinanzNachrichten.de WEB

34 28-Jan PR-inside WEB

【掲載メディア一覧（事前） -出展告知関連】
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Ⅷ. PR活動報告（米国）

掲載日

1 14-Mar Seafood Business SHOW DAILY 雑誌

◆会期中

媒体名

【掲載メディア一覧（会期中～事後）】

掲載日

1 2010.3.22. Business Wire WEB

2 2010.3.22. Ad HOC NEWS WEB

3 2010.3.22. Alpha Trade Finance WEB

4 2010.3.22. Restaurant News.com WEB

5 2010.3.22. BENZINGA the trading idea network WEB

6 2010.3.22. CitySpur WEB

7 2010.3.22. Financial CONTENT WEB

8 2010.3.22. EarthTimes WEB

9 2010.3.22. EON (Enhanced Online News) WEB

10 2010.3.22. EUROINVESTOR.co.uk WEB

11 2010.3.22. FinanzNachrichten.de WEB

12 2010.3.22. FoodBizDaily (ACTIONABLE NEWS FOR GLOBAL BIA) WEB

13 2010.3.22. Multichannel NEWS WEB

14 2010.3.22. News Blaze WEB

15 2010.3.22. News morningstar WEB

16 2010.3.22. PerishableNews.com WEB

17 2010.3.22. PR-inside.com WEB

18 2010.3.22. SEAFOOD NEWS TODAY WEB

19 2010.3.22. trading-house.net WEB

20 2010.3.22. YAHOO! FINANCE WEB

◆事後リリース

媒体名

掲載日

1 21-Mar Nautica Talk with Captain Lou　（局名：95.9FM WATD in Boston） Radio

2 3-Apr 週刊ビジネスニュース（Weekly Business News） 新聞

◆会期後

媒体名



51

Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース／日本）

出展者募集リリース出展者募集リリース

2009.08.172009.08.17日本日本
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース／日本）
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース1：出展告知／米国 ）

2010.01.272010.01.27プレスリリースプレスリリース （出展告知＆（出展告知＆NYNY事前施策）事前施策）
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース2：事後開催告知／米国 ）

2010.03.222010.03.22プレスリリースプレスリリース （事後開催告知）（事後開催告知）
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

取り扱い状況についても昨年と大きな変化は見られず半数が取扱ったことがあり、4割が今後取
扱ってみたいと関心を示している。ただ取扱いたい品目では養殖魚への関心が伸びており水産資
源減少の影響によるものではないかと思われる。また甲殻類・貝類についての関心も若干の伸び
が感じられる。

日本産水産物の

取り扱い状況について

日本パビリオンの印象は昨年同様好意的に受け止められている。出展者のサンプリングなど積極
的な取り組みによるものと考えられる。日本食材の情報に関しては昨年より若干不足のポイントが
アップしており継続した情報発信が必要。情報伝達経路は昨年と同様にレストラン関係者の流通
への依存度は高く、流通関係者への充分な情報発信による需要拡大が必要である。

日本パビリオンおよび

日本産食材の情報につい
て

日本産食品のイメージも昨年と大差はなく高品質38％、健康に良い28％、おいしい20％。「健康に
良い」の項目が若干のポイントアップとなっており米国市場における健康志向を受けて日本食の健
康食材としてのイメージが定着しつつあるようである。興味のある出展者についてみると養殖ブリ
（兵殖）および海藻サラダ(マリンフーズ）などは昨年よりも興味を引いているようで、資源問題や健
康志向など米国市場の状況を反映しているのではないかと思われる。

日本産食品のイメージ

選定のポイントについては昨年と大きな変化は見られない。レストラン関係者に若干「産地・ブラン
ド」および「今までにない食材」に対する伸びが感じられるがこれは競争の激化によりより個性的な
メニュー提供が必要なためではないかと考えられる。また価格意識に関しては今まで品質重視で
あったレストラン関係者が価格志向へ少しシフトしており、現在の米国の消費状況の厳しさを反映
したものと考えられる。

日本産水産物選定におけ
るポイントと価格意識につ
いて

会期中、来場者向けにアンケートを実施。アンケートの質問項目は日本産品および日本パビリオンの印象の他、水産物

の取り扱いや選定についての意識調査を行った。昨年同様に回答者に対してエコバッグを配布、233名の有効回答を得
た。また今回はバーコードリーダーの使用により来場者データ約250件の収集を行った。

実施概要実施概要

総評総評
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回答者に対してエコバッグを配布。昨年同様に好評で回収率アップに有効であった。なお、アンケート回答者については出展者（生産

者および加工機器関連企業）も含まれるため集計の際に業種がその他で勤務先・納入先が未記入のものは削除して分析。合わせて

有効回答者よりレストラン、流通関連の2種類のデータ抽出による分析も行うものとする。

Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

【回答者属性（全体）】

【仕事先および納入先（レストラン）】

【仕事先および納入先（全体）】

【仕事先および納入先（流通関連）】

回答者基本分析回答者基本分析

日本食レストラン
16%

フレンチレストラン
3%

イタリアンレストラン
5%

中華レストラン
14%

その他レストラン
12%低価格食料品店

5%

デパート・スーパーマーケット
15%

その他
30%

レストラン
16%

ホテル・ケータリング
3%

商社
11%

卸売り
12%

小売
11%

ディストリビューター
23%

その他
24%

日本食レストラン
20%

フレンチレストラン
2%

イタリアンレストラン
8%

中華レストラン
22%

その他レストラン
19%

低価格食料品店
4%

デパート・スーパーマーケット
8%

その他
17%

日本食レストラン
18%

フレンチレストラン
5%

イタリアンレストラン
5%

中華レストラン
16%

その他レストラン
12%

低価格食料品店
6%

デパート・スーパーマーケット
17%

その他
21%

09年同様レストラン関係者、流通関係者とも幅広くブースに来場。属性の明確なアンケート回答者は2009年の66％から
2010年の76％へと10ポイント伸びている。天候不良によって本当に情報を必要としている来場者の比率が増えたので
はないかと考えられる。
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

水産物の選定を行う際に重要視するポイントと価格についてはどのように判断するかについて検証。重要視するポイントは昨年

同様に鮮度が一番で、味、安全性、価格については同じ程度の基準となっている。ただしレストラン関係者の「産地ブランド」およ

び「今までにない食材」のポイントが昨年比、若干伸びており他のレストランとの差別化のための新しいメニュー開発が必要になっ

ていると考えられる。価格意識としては「品質が高ければ値段が高くても購入」が昨年の60％から52％にダウンする一方、「価格
優先で食材選定」が昨年の15％から22％に上昇。食材の品質重視のレストラン関係者でもそれぞれ4ポイントダウンと3ポイント
アップとなっており、米国市場の状況を反映して価格面での厳しさが増していると考えられる。

【水産物取り扱いで重要視するポイント（レストラン関連）】

【水産物取り扱いで重要視するポイント（全体）】 【価格意識（全体）】

【価格意識（レストラン関連）】

【水産物取り扱いで重要視するポイント（流通関連）】 【価格意識（流通関連）】

水産物選定の重視ポイントと価格についての意識（１）水産物選定の重視ポイントと価格についての意識（１）
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高品質な食材なら高くても購
入する
52%

安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
26%

価格優先で食材選定を行う
22%

高品質な食材なら高くても購
入する
62%

安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
18%

価格優先で食材選定を行う
20%

高品質な食材なら高くても購
入する
47%

安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
29%

価格優先で食材選定を行う
24%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産水産物に関しては昨年同様約半数が取り扱ったことがあり４割が今後取り扱いたいとしていて日本産水産物への関心の

高さが窺える。取扱いたい品目を見るとレストラン関連での養殖魚に若干の伸びが見られる。全体としては甲殻類への関心が

高くなっているようである。

【現在の取り扱い状況（全体）】 【今後取り扱いたい品目（全体）】

【現在の取り扱い状況（レストラン関連）】

【現在の取り扱い状況（流通関連）】

【今後取り扱いたい品目（レストラン関連）】

【今後取り扱いたい品目（流通関連）】

日本産水産物の取り扱い状況について日本産水産物の取り扱い状況について

現在取り扱っている
35%

現在取り扱っており今後量を
増やしたい
15%

取り扱ったことはないが今後
取り扱いたい
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特に取り扱いたいとは思わな
い
11%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品のイメージは高品質が38％でトップ、健康に良いが28％、おいしいが20％となっていて昨年と大きな変化は見られな
い。ただレストラン、流通とも「健康に良い」がレストラン関係で6ポイン、流通関係で3ポイントと若干ではあるがアップしており米
国の健康志向にマッチしたイメージが作られている。

【日本産食品イメージ（全体）】

【日本産食品イメージ（レストラン関連）】 【日本産食品イメージ（流通関連）】

日本産食品のイメージ日本産食品のイメージ

高品質
38%

健康に良い
28%

おいしい
20%

安全
9%

高価
3%

その他
2%

高品質
37%

健康に良い
29%

おいしい
17%

安全
10%

高価
4%

その他
3%

高品質
37%

健康に良い
28%

おいしい
19%

安全
11%

高価
3%

その他
2%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品の情報について昨年同様約７割が充分な情報量としているが「充分情報がある」についてはレストラン関係で668％か
ら62％へダウン、流通関係では69％から64％へダウンしており計測的な情報法発信が必要と考えられる。また情報の入手経路を
見てみるとレストラン関係では68％(6ポイントアップ）が同業のレストランおよび流通関連の現場情報に依存しており、一方流通関
連の情報入手経路は42％（09年43％）が業界情報で44％がインターネットや業界専門媒体からの情報収集となっている。昨年の
結果ともあわせやはりインターネットおよびメディアを通じた情報発信を行うことにより流通を通じて現場レストラン関係者に適正な

情報が伝わると考えられる。

【日本産食品情報量（全体）】 【情報入手経路（全体）】

【日本産食品情報量（レストラン関連】

【日本産食品情報量（関連】

【情報入手経路（レストラン関連）】

【情報入手経路（流通関連）】

情報調査情報調査

充分情報がある
62%

情報量が不足している
30%

どこで手に入れられるのかわ
からない
8% レストラン

16%

商社など流通
24%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
12%

インターネット
33%

その他
15%

充分情報がある
62%

情報量が不足している
33%

どこで手に入れられるのかわ
からない
5%

充分情報がある
64%

情報量が不足している
29%

どこで手に入れられるのかわ
からない
7%

レストラン
31%

商社など流通
37%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
12%

インターネット
18%

その他
2%

レストラン
14%

商社など流通
28%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
11%

インターネット
33%

その他
14%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

JAPAN PAVILIONの印象については昨年同様95％の回答者が好意的に受け止めている。出展者の積極的な試食など常に活動
している点が好印象を与えていると考えられる。

興味のある出展者の回答を見てみるとブリおよび加工品への関心が高い。特に養殖ブリについては昨年よりも関心度がアップして

おり水産資源に対する意識によるものが影響しているのではないかと考えられる。

【日本パビリオンの印象（全体）】
【興味のある出展者（全体）】

【日本パビリオンの印象（レストラン）】 【興味のある出展者（レストラン・流通関連）】

日本パビリオンの印象と興味ある出展者について日本パビリオンの印象と興味ある出展者について

すばらしい
51%良い

44%

普通
5%

悪い
0%

とても悪い
0%

【日本パビリオンの印象（流通）】 【興味のある出展者（流通）】
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

総 合

100％10者10者

回収率回答者数出展者数

3月14日－16日の3日間、各出展者ブースへの来場者数、商談数などを尋ねるデイリーアンケートを実施。また、最終日には展示
会出展や日本パビリオンに関するアンケートを行いイベントに参加しての総括アンケートを実施。いずれも即日回収を行った。

IBSS2010は非常に役に立ったが6社（09年4社）。天候不良に見舞
われブース来場者がダウンしながら、逆に中身の濃い商談が出来
たと出展者は評価している。

実施概要実施概要

アンケート結果：出展についてアンケート結果：出展について

非常に役に

立った, 6

役に立った, 4

◆現地の状況を知ることが出来た
◆非日本食レストランへの「わさび」の紹介、メ
ニュー提案が出来た
◆良い商談が出来たし多くの人に商品のよさを
知ってもらえた

440%役に立った

◆現地販売代理店に直接会うことができ市場の
把握に繋がった
◆会場でのデモ、事前商談のセッティング、会期
中商談セッティングなど役に立った
◆見込み客の来場する可能性が高いため
◆2008,2009年のリピーターや現地インポーター
の取引先など商売に繋がる来場者と多く商談が
出来た
◆練り製品の認知度が高まり、また伊達巻の新
しい食べ方が特に評価された
◆末端のお客様と話す機会を得たから

660%非常に役に立った

理由社％評価項目
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

出展目的における満足評価

販売促進・ＰＲの場として、また製品に対する来場者からの情報収集の場所としての満足度が高い。

マーケットの現状を把握し商品を市場に送り出していくうえで展示会は直接商品を知ってもらい反応を見る場であり、

今回の出展では満足な結果が得られたようである。

3
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4
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新規代理店
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既存顧客への

アピールの場として

新製品等

発表の場として

販売促進／PRの場として

製品に対する来場者からの

意見収集の場として

その他

非常に満足  満足 どちらでもない  やや不満  不満

◆今後の米国向け商品の開発に役立った株式会社ヤマヨ

◆事前準備が十分に出来たため試食後のセールスがスムーズに出来た。株式会社スギヨ

◆デモ試食も多くの来場者に試食してもらい、ハマチへの興味も上がり話しの具体化が進ん
だ

森松水産冷凍株式会社

◆実際の現地での反応を見ることが出来たので良かった丸徳海苔株式会社

◆生の声を聞けて開発に生かすことが出来るマリンフーズ株式会社

◆初出展で成約見込みおよび見積もり提出の商談が出来てよかったクニヒロ株式会社

◆総試食数が多く好評であった金印物産株式会社

－株式会社紀文食品

◆客数は少ないが具体的なビジネスのはなしが出来る相手が多く商流に繋がった株式会社カネダイ

◆試食してもらうことで「本はまち」のよさをわかってもらえてよい商談へと繋がった株式会社兵殖

出展・試食イベントの成果について
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

商談内容について

成約件数26件、成約見込み数130件、見積提出107件。
悪天候の影響で会期初日、2日目は飛行機の欠航などあり目的意
識の高い来場者が多かったのではないかと考えられる。商談対象と

なった業種および商品は以下の通り。

来場者数と商談件数
ブース総訪問者数は12,330人で昨年の15,240人より下回っている。
また商談件数も465件と昨年の718件より大きく落ちているが出展各
者からは内容のある商談が出来たとのコメントを得ている。一件あ

たりの商談内容がかなり具体的なもので商談時間もじっくり取ったも

のと考えられる。

業種別商談（％）

15%

4%

22%

26%

19%

7%

7% 商社

ブローカー

ディストリビューター

日本食レストラン

その他レストラン

ホテルケータリング

小売店（スーパーマー
ケット等）

◆カキフライ
◆業務用焼きのり、わさび味のり
◆「本わさび」「きざみわさび」
◆プレミアム塩辛、しめ鯖、ジャン辛
◆ハマチフィーレ
◆SNOW LEG QUEEN
◆マルズワイガニ、ズワイ棒肉、甘エビ、さんま
◆本はまち
◆わかめサラダ、枝豆サラダ

商談・成約の対象となった出展物
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

米国以外のバイヤーとの商談状況
米国以外のバイヤーとの商談は昨年よりも数が減少している。

特に昨年あったアジア圏の台湾・韓国・ベトナム・シンガポールの国

名がレポートに上がってきていない。

出展者間の情報交換および
協力関係の構築について

業種は問わず米国市場の現状について積極的に情報交換が行わ

れたようである。

＜同業他社との有益な情報交換ができた＞

YES

60%

＜異業種他社との有益な情報交換ができた＞

YES
50%

＜販売提携を行うことができた＞

YES
10%

無し
3社

有り
7社

0
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5

中
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ク
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ウ
ェ
ー
デ
ン
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フ
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ン
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U

ア
ル
バ

オ
ラ
ン
ダ

ロ
シ
ア

◆配送と集金
◆与信管理
◆配送方法
◆証明書
◆価格
◆物流条件
◆EU、ロシアへは輸出が複雑で費用がかかる
◆コミュニケーション

【米国以外でのビジネスにおける課題懸念事項】

【具体的な内容を教えてください】

◆米国市場について分からないことが多かったため情報交換で役立った
◆他業種の情報収集が出来た
◆米国販売戦略などの情報交換と経済状況
◆最新の市場動向と新製品開発のヒント
◆市場原料等の情報交換
◆競合する業者とも情報交換が出来た
◆販売提携が出来た
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

米国および
米国以外の展示会に対する出展意向

米国における出展意向は7社。水産関連の米国市場の重要性から
継続出展意向が高い。また米国以外についても6社が希望している。

米国における出展意向

アジア、インド、ブラジル、ロシア、香港など社2希望有り

台湾、中国社4有り

予定なし

1社
未定

1社

希望有り

5社

有り

2社 有り, 4

希望有り, 2

未定, 2

予定なし, 2

米国以外における出展意向
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

IBSS2010を機に
予定されるビジネス展開について

米国でビジネスを
展開する上で課題と感じたこと

Q. 本展示・商談会を機に予定されるビジネス展開について概略をご記入ください。

◆代理店の開発・選定
◆代理店とともにエンドの販売強化と米国向け商品開発の実施
◆帰国後の礼状と見積の提出
◆ヨーロッパへの輸出の本格化
◆既存顧客を中心に北米市場へのかに、えび製品の拡大
◆白人系マーケットへの手ごたえがあった

Q. 米国でビジネスを展開する上で課題と感じられた点がありますか？

◆代理店の開発
◆地元ニーズの把握
◆価格（円高のため昨年より厳しい）
◆ディストリビューターの選定
◆現地支店の必要性

米国における市場にあった商品開発と販売チャネルの確立。米国

マーケット以外へ展開。

現地チャネルの確立が課題
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

出展者募集、その他準備業務について

アンケート結果：日本パビリオンについてアンケート結果：日本パビリオンについて

3回目の事務局運営でさらに満足度は上がっている。
昨年あった物流面での不満についても改善されている。
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1

0 2 4 6 8 10

出展募集HPの

デザインや分かりやすさ

電話問い合わせに対する

事務局スタッフの対応

出展者説明会の内容

出展者への連絡体制・対応について

物流等の手配・対応について

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

IBSS2010
日本パビリオンの運営について

日本パビリオンのイメージや日本パビリオンの位置などについては

前回より改善。共有スペースイベントについては参加各社とも満足

を得ている。
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日本パビリオンのイメージ（ブースおよび印刷物のデザイン等）

各ブースの広さ

商談スペースの使いやすさ

会場での事務局スタッフの対応

共有スペースにおける試食イベントの実施について

IBSS会場での日本パビリオンの位置

日本パビリオン全体の雰囲気

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

◆対応がよくいろいろと教えていただいた

◆日本・現地での対応は丁寧で詳しく教えてもらい分かりやすかった。デモに関しても宣伝効
果は大きかったと思う。

◆少量ではあるが確実に商流に繋がる商談が出来た

◆大きなトラブルも無く無事終わることが出来てよかった

◆細かく分かりやすい対応、事前の余裕のある説明会等、文句なし。今回で終わりとは寂しい
限りである。

出展事務局について

◆備品到着に時間が少しかかった、また費用がかかる部分が多かった

◆配送状況確認も行ってもらい安心して展示会に取り組めた

◆文句なし。自分たちのブース工夫が必要

展示装飾について

◆米国市場ののりについての情報収集が出来て良かったが、海苔に対する関心の薄さも改め
て感じた

◆悪天候の中思ったより多数の来場者があった

◆非日本食市場へのわさびの紹介と言う点では満足の行く結果であり、元取引先との商談も
出来て有意義であった

◆悪天候で来場者数は少なかったがハマチの認知度も高く、直取引の要望も多かった。帰国
後のフォローで成約に結び付けたい。

◆来客数は少なかったがビジネスに繋がる展示会だった。

◆前回に引き続き良いコストパフォーマンスであった。続けて欲しい。
全般に関して

日本パビリオンに対する意見

出展者からは全体的に満足の評価をもらっている。初日、２日目の
悪天候のため来場者数が落ち込む中、各出展者の商談内容は満
足のいくものであったようである。米国水産業界へのアプローチの
場として事業継続を望む声も多く聞かれた。
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ⅩⅠ. 総括

日本の水産品の米国への輸出額の拡大を考えた場合、「日本の水産品は刺身や寿司だけではない」という考え
方に基づいて、洋食レストランへの食材の流通を確立するにはどうすれば良いのか？という課題がよく挙げられ
ます。米国人シェフに気に入られる食材とならなければ、ここへの流通量の拡大は不可能。どう調理してもらう
か？という、レシピ開発が非常に重要なファクターの一つになってきています。

一方で、米国人シェフのいる洋食レストランへ販売しているディストリビューターへのアプローチも重要。

2011年のIBSSには、政府事業としての日本パビリオンの出展はありませんが、今後は、課題を「洋食レシピ開
発」と「洋食レストランに導いてくれるディストリビューター発掘」の2つに絞り、見本市の出展などを有機的に組み
合わせた、対米プロモーション策が求められてくると思われます。

課題

出展会社、出展物の確定後、ショー開催までの期間を使って、商談マッチング支援活動を実施しましたが、「出展
品目に関心のあるバイヤー」を探し、商談セッティングの交渉を行うという一方的なやり方になってしまい、出展企
業各社がそれぞれ持っている「販売戦略」との刷り合わせが不十分のままのアポイントメントになってしまったケー
スがありました。今後は、小売店やレストラン関係者を求めている出展者なのか、輸入会社やディストリビューター
を探している出展者なのか、を把握し、より適切な会社とのマッチングの支援を行っていく必要があります。

この事は同時に、出展会社それぞれの米国での販売戦略を、事務局がどう理解すべきか？という大きな問題をも
提示しています。これは、商談マッチングというサポートに限らず、大規模な見本市への出展を最大限に活用する
ための各種のアドバイスから、恒常的な対米マーケティング活動のための方策まで、すべてに関わってきます。

例をあげれば、日本食レストランへの普及は特別な戦略を練らずとも問題ないが、洋食レストラン（フレンチやイタ
リアンなど）へのアプローチは、直接的なブースでの商談促進だけでなく、様々な戦略的な施策が必要になってく
る・・・・という認識を多くの出展社が持っており、これに対してどういうサポートが有効かを検討する必要がありま
す。

反省点

まず、北米最大の水産品見本市への3年連続の日本パビリオンの出展は、北米のシーフード･ビジネスに関わ
るすべての人に対して日本の水産品の高品質性を伝えることに、大変貢献しており、この事はパビリオンに立ち
寄る来場者の反応、声などから、容易に伺えます。

出展者による事後アンケートによれば、悪天候によってブース総訪問者数も商談件数も昨年より下回っていま
すが、各社からは「内容のある商談が出来た」とコメントを得ており、関心度の高いバイヤーと密度の濃い商談
ができたようです。尚、成約件数は26件、成約見込みは数93件、見積提出件数は107件となっています。
また本事業では、事前に米国内のバイヤー等にコンタクトし、会期中の商談セッティング（アポイントメント）を実
施。13社のバイヤー等との商談を設定（当初アポイントを取り付けた企業は18社だったが、初日～2日目の悪
天候により会場に着けないバイヤーがいたため商談が流れた）。さらに会期中、来場者のうちバイヤー及びレス
トラン関係者には、関心のある出展者（物）を聞き、出展ブースに誘致して商談を促しました。結果として、出展
者10社に対して全77件の商談セッティングを行い、そのうち34件が商談・交渉中に至りました。
一方で、「これまでの米国内での流通経路に関する情報が希薄だったことが分かった」という、販路開拓、輸出
拡大に向けたテクニカルな情報を得た出展者も多かったようで、次の施策に活かされると思われます。

成果

世界的な経済環境の悪化を受け、出展社数が減少傾向にあるインターナショナル･ボストン･シーフード･ショー
（IBSS）ではありますが、北米最大の水産品の見本市であることは変わらず、日本の水産品関係企業にとっては、
米国でのマーケティング活動の中で非常に重要な見本市となっており、今回が3回目となる日本パビリオン事業で
すが、出展企業10社のうち、2社が3回目、5社が2回目の出展となっています。
年度末の3月に実施される日本パビリオン事業であるという特徴を活かして、今回は、パビリオン出展企業が確定
してから実施までの約6ヶ月間を、日本パビリオン出展に関する認知度向上と商談マッチングの支援期間と位置
づけ、ニューヨークの有名レストランでの出展食材を使ったレシピの提供（2010年2月実施）及び、専門の会社を
使ったマッチング交渉活動を実施しました。ニューヨークでの施策は、事前パブリシティの獲得に繋がっただけで
なく、会期初日にIBSS会場内にて無料で配布されるShow Dailyにニュースとして取り上げられるなど、IBSS会場
内での告知活動としても奏功しました。

今回は、前日、初日、二日目と暴風雨という悪天候（航空便の欠航など）の影響を受け、来場者が多少減少したよ
うですが、3年連続の日本パビリオンの登場がもたらす日本の水産品への関心度は徐々に上がってきているよう
で、各出展者の商談は内容が濃く、質の高いものなりました。

総評
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

オマーン台湾

中国

米国・カナダは、毎年おなじみの州自治体の出展が見られた。アメリカ以外の他国パビリオンは、過去2年よりも展示装飾に力を
入れているところが目立ち、米国輸出への意気込みを感じるものの、ブースを上げての試食イベントや商談セッティングといった試

みは特に見られず、商談活動は出展者単位に任せられているものが多かった。中国は規模の大小はあるが、複数の団体が出展

しており、過去3年で一番多いと思われる。またタイ、韓国のパビリオンは、自国で開催するシーフードショーのPRを兼ね、商談活
動の傍ら、IBSS出展ブースをまわってシーフードショーのPRを行っていた。
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

エストニア韓国

エクアドルインド

チリケベック

タイベトナム
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

メキシコペルー

カナダ

フロリダノースカロライナ
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展案内
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定



78

ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展申込書・承諾書／問合せフォーム
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物1（WEBサイト／日本語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物2（WEBサイト／英語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物2（WEBサイト／英語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物2（WEBサイト／英語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物2（WEBサイト／英語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物2（WEBサイト／英語版）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物3（パビリオンガイド/Japan Pavilion Guide）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物3（パビリオンガイド/Japan Pavilion Guide）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物4（ＤＭハガキ）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物4（ＤＭハガキ）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物4（ＤＭハガキ）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物4（ＤＭハガキ）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物5 （看板ロゴ／展示装飾用）
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ⅩⅢ. 参照資料 - 制作物6 （ブース用ポスター／展示装飾用）
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Ⅰ. 見本市開催概要

於： The Westin Boston Waterfrontプレス試食会17:00～19:00

撤去作業15：00～

見本市開催10：00～15：00
3月16日（火）

見本市開催10：00～17：003月15日（月）

09：30～ 全体ミーティング見本市開催10：00～17：00
3月14日（日）

13：00～ 全体ミーティング08：00～16：003月13日（土）

夜：出展者現地入り
日本パビリオン設営

08：00～16：003月12日（金）

備考内容時間日程

輸出志向のある日本の水産物・水産加工品の生産者等が、海外へ輸出するための足がかりとして、米国・
ボストンで開催される「International Boston Seafood Show」の展示・商談活動を実施。同時に日本水産
品の普及を目的とする試食イベントを開催。

開 催 内 容

いか、えび、かき、かんぱち、さば、さんま、しゃも卵、ずわいがに、海苔、はまち、ぶり、わさび、

海藻加工品、魚介類加工品、水産練り製品 等
出 展 物

展示ブース：10小間（90㎡）＋共用ブース：6小間（54㎡）出 展 内 容

1805ブ ー ス 番 号Japan Pavilion名 称

17,178人（昨年度8%増／2010年実績）来 場 者 数

880者（海外からの出展：32カ国／2010年実績）出 展 者 数

162,030sq.ft （約15,053㎡／総展示面積／2010年実績）規 模

Seafood Expositions主 催

Boston Convention & Exhibition Center
＜住所＞ 415 Summer Street, Boston, MA 02210, USA
＜URL＞ http://www.advantageboston.com/

会 場

2010年3月14日(日)～16日(火) 
＜開催時間＞ 10：00～17：00（最終日15：00まで）会 期

The International Boston Seafood Show 2010 （IBSS2010）名 称

概概 要要

日本パビリオン概要日本パビリオン概要

日本パビリオン・全体スケジュール日本パビリオン・全体スケジュール
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Ⅱ. PR活動報告（PR活動概要）

本事業に関しては様々なシーンでパブリシティ手法を用いた。政府が推進する輸出促進事業という観点から、限られ
た費用の中で出来るだけ多くの関係者に知らせるために、一般紙/誌・業界紙/誌等での、本事業に関する記事化作
業を、次の通り実施した（掲載記事クリッピングはⅧ～ⅩⅡを参照）。

本事業の当社での受託の決定を受け、専用Webサイトの制作にあたった。また「受託の発表と出展企業の募集」のための記事化
作業を実施。

1月27日に、日本パビリオン出展する旨のリリースを配信。2月に開催する事前サンプリング施策をフックとして、日本パビリオン出
展ならびに出展者情報を広く発信し、出展前の話題喚起を図った、

また2月8～13日に全米のメディアが集中するニューヨークにて有名レストランとタイアップによるPR施策（事前サンプリング施策）を
開催。日本パビリオンならびに出展者・出展物についてより深く掘り下げた記事化の促進を図った。（詳細はⅤ-8章を参照）

会期中はパビリオン内にて下記の体制でプロモート及びプレス対応にあたった。
また初日にあたる3月14日は展示会終了後に隣接するホテルの会議室にて試食レセプションを開催した（詳細Ⅵ-5章参照）。

●共有スペースでのパンフレット配布

●来場者アンケートエリアを設置。

エリア内には出展者情報をまとめたパネル
を掲示。また回答者には広報資材を同梱し
た「おいしいエコバッグ」を配布して、有効な
アンケート回答率の向上を図った。

共有スペース内にプレス担当を設置。

取材や撮影申込の対応を担当した。

画像素材

カメラマンを使って、事後パブリシティ獲得
のため画像素材を撮影した。

ブースでのプロモート活動展示会場でのプレス対応事後パブリシティに向けた活動

日本：日本： 出展者募集時出展者募集時

米国：米国： IBSSIBSS開催前（開催前（11～～22月）月）

米国：米国： IBSSIBSS会期中会期中

会期初日（14日）に開催した試食レセプションを交えた日本パビリオン出展の模様をまとめた事後リリースを3月22日に配信。
また試食レセプションに参加したメディアに掲載に向けたフォローコンタクトを実施。

IBSSIBSS会期後会期後

初日（3月14日）に開催する試食レセプションにメディアを招致するために、開催地ボストンはじめとした有力メディアに個別コンタク
トし、招待状を送付するなどして参加メディアの獲得に努めた。

米国：米国： IBSSIBSS開催直前開催直前（（22～～33月）月）
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Ⅲ. PR活動報告（日本）

【掲載メディア一覧】

日本における日本におけるPRPR活動活動

共同PRが本事業の運営にあたり、募集開始にあわせてリリースを配信。同時に、昨年度のIBSS日本パビリオンについ
て記事掲載したメディアに個別コンタクトし、記事掲載の獲得を図った結果、紙媒体21紙、Web4媒体に掲載された。

社名 掲載日

1 東京商工会議所 ホームページ（中小施設関連情報） WEB 8月17日

2 水産タイムス社 日刊速報水産タイムス 新聞 8月18日

3 水産通信社 日刊水産通信 新聞 8月19日

4 日本商工会議所 ホームページ（トレンドボックス） WEB 8月19日

5 水産新潮社 新水産新聞速報版 新聞 8月21日

6 日刊食料新聞新社 日刊食料新聞 新聞 8月21日

7 水産タイムズ社 日刊速報冷食タイムス 新聞 8月24日

8 水産タイムス社 日刊速報冷食タイムス（Web） WEB 8月24日

9 みなと山口合同新聞社 みなと新聞 新聞 8月24日

10 化学工業日報社 化学工業日報 新聞 8月24日

11 水産経済新聞社 日刊水産経済新聞 新聞 8月24日

12 食品産業新聞社 食品産業新聞 新聞 8月24日

13 水産タイムズ社 水産タイムス 新聞 8月24日

14 水産新聞社 週刊水産新聞 新聞 8月24日

15 冷凍食品新聞社 冷食とチルド 新聞 8月26日

16 青森県庁 青森県（Web） WEB 8月26日

17 日本食品出版 ジャパン・フードサイエンス 雑誌 9月号

18 大日本水産会 水産界 雑誌 9月号

19 食品研究社 フードリサーチ 雑誌 9月号

20 総合食品研究所 総合食品 雑誌 9月号

21 食品化学新聞社 月刊フードケミカル 雑誌 9月号

22 水産社 水産週報 雑誌 9月1日号

23 日本商工会議所 会議所ニュース 新聞 9月11日

24 食品化学新聞社 食品化学新聞社 新聞 9月17日

25 食品と科学社 食品と科学 雑誌 10月号

媒体名
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Ⅳ. 掲載・報道実績（日本 –出展者募集告知）

出展者募集リリース出展者募集リリース

2009.08.172009.08.17日本日本
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1（日本 –出展者募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／WEBWEB日本日本

東京商工会議所 （2009.08.17／募集告知）

http://www.tokyo-cci.or.jp/
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日Ⅱ –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊速報 水産タイムス （2009.08.18／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊 水産通信 （2009.08.19／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／WEBWEB日本日本

日本商工会議所 （2009.08.19／募集告知）

http://www.jcci.or.jp/news/trend-box/2009/0819105952.html
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

新水産新聞 速報版 （2009.08.21／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊食料新聞 （2009.08.21／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊速報 冷食タイムス （2009.08. 24／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／WEBWEB日本日本

日刊速報 冷食タイムス （2009.08.24／募集告知）

http://www.suisantimes.co.jp/
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊 みなと新聞 （2009.08.24／募集告知）

科学工業日報 （2009.08.24／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊 水産経済新聞 （2009.08.24／募集告知）

食品産業新聞 （2009.08.24／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

日刊 水産タイムス （2009.08.24／募集告知）

週間 水産新聞 （2009.08.24／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

冷凍食品新聞 速報版 冷凍とチルド （2009.08.26／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／WEBWEB日本日本

青森県庁 （2009.08.26／募集告知）

http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/shoko/tradeshow_north_american.html?ref=rss
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

ジャパン フードサイエンス （2009.9月号／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

水産界 （2009.9月号／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

Monthly フードリサーチ （2009.9月号／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

総合食品 （2009.9月号／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

月刊 フードケミカル （2009.9月号／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

水産週報 （2009.09.01／募集告知）



26

Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

会議所ニュース （2009.09.11／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／新聞出展者募集告知／新聞日本日本

食品化学新聞 （2009.09.17／募集告知）
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Ⅳ. 掲載・報道実績-1 （日本 –出展者募集告知）

出展者募集告知／出展者募集告知／雑誌雑誌日本日本

食品と科学 （2009.10月号／募集告知）
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Ⅴ. PR活動報告（米国）

米国における米国におけるPRPR活動活動

【掲載メディア一覧（事前） - NY事前サンプリング施策＆日本パビリオン取材記事関連】

P46のPR活動の結果、紙媒体4紙、ラジオ局1媒体、Web61媒体に掲載された。

掲載日

1 29-Jan Seafood Source.com WEB

2 1-Feb GRUB STREET New York WEB

3 10-Feb The New York Times WEB

4 15-Feb Twitter -Restaurant Business Magazine writer- WEB

5 24-Feb ChopSticks NY 雑誌

6 24-Feb ChopSticks NY WEB

7 1-Mar Grocery Headquarters 雑誌

8 1-Mar Grocery Headquarters WEB

9 1-Mar Seafood Source.com WEB

媒体名

掲載日 媒体名

1 27-Jan b BNET WEB

2 27-Jan BENZINGA WEB

3 27-Jan boston.com WEB

4 27-Jan Chron.com WEB

5 27-Jan CNBC WEB

6 27-Jan dBusinessNews (Boston) WEB

7 27-Jan dBusinessNews (New York) WEB

8 27-Jan denverpost.com WEB

9 27-Jan Earth Times WEB

10 27-Jan EON WEB

11 27-Jan Fideliy Investments WEB

12 27-Jan Fobes.com WEB

13 27-Jan globeinvestor.com WEB

14 27-Jan HPCwire WEB

15 27-Jan International Boston Seafoodo Show2010（開催者サイト） WEB

16 27-Jan International Business News WEB

17 27-Jan MORNINGSTAR WEB

18 27-Jan News Blaze WEB

19 27-Jan One News Page WEB

20 27-Jan Preshable News.com WEB

21 27-Jan Scottrard WEB

22 27-Jan Smaｒｔ　Brief WEB

23 27-Jan StreetInsider.com WEB

24 27-Jan TD AMERITRADE WEB

25 27-Jan TD waterhouse WEB

26 27-Jan the Boston10 WEB

27 27-Jan THE FREELIBRARY WEB

28 27-Jan theRochester10 WEB

29 27-Jan WBPonline WEB

30 27-Jan World Market Media WEB

31 27-Jan YAHOO! FINANCE WEB

32 27-Jan YAHOO!CANADA FINANCE WEB

33 28-Jan FinanzNachrichten.de WEB

34 28-Jan PR-inside WEB

【掲載メディア一覧（事前） -出展告知関連】
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Ⅴ. PR活動報告（米国）

掲載日

1 14-Mar Seafood Business SHOW DAILY 雑誌

◆会期中

媒体名

【掲載メディア一覧（会期中～事後）】

掲載日

1 2010.3.22. Business Wire WEB

2 2010.3.22. Ad HOC NEWS WEB

3 2010.3.22. Alpha Trade Finance WEB

4 2010.3.22. Restaurant News.com WEB

5 2010.3.22. BENZINGA the trading idea network WEB

6 2010.3.22. CitySpur WEB

7 2010.3.22. Financial CONTENT WEB

8 2010.3.22. EarthTimes WEB

9 2010.3.22. EON (Enhanced Online News) WEB

10 2010.3.22. EUROINVESTOR.co.uk WEB

11 2010.3.22. FinanzNachrichten.de WEB

12 2010.3.22. FoodBizDaily (ACTIONABLE NEWS FOR GLOBAL BIA) WEB

13 2010.3.22. Multichannel NEWS WEB

14 2010.3.22. News Blaze WEB

15 2010.3.22. News morningstar WEB

16 2010.3.22. PerishableNews.com WEB

17 2010.3.22. PR-inside.com WEB

18 2010.3.22. SEAFOOD NEWS TODAY WEB

19 2010.3.22. trading-house.net WEB

20 2010.3.22. YAHOO! FINANCE WEB

◆事後リリース

媒体名

掲載日

1 21-Mar Nautica Talk with Captain Lou　（局名：95.9FM WATD in Boston） Radio

2 3-Apr 週刊ビジネスニュース（Weekly Business News） 新聞

◆会期後

媒体名
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 –会期前）

2010.01.272010.01.27プレスリリースプレスリリース （出展告知＆（出展告知＆NYNY事前施策）事前施策）
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2929

SeafoodSource.comSeafoodSource.com

http://www.seafoodsource.com/newsarticledetail.aspx?id=4294988877

【SeafoodSource.com】
IBSS主催企業の関連メディア「Seafood Business」誌のWEB版に
日本パビリオン出展の記事が掲載された。

【SeafoodSource.com】
IBSS主催企業の関連メディア「Seafood Business」誌のWEB版に
日本パビリオン出展の記事が掲載された。
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策事前施策／／WEBWEB
2010.2010.22..11

GRUB STREETGRUB STREET New YorkNew York

http://newyork.grubstreet.com/2010/02/anellas_new_menus_secret_cafe.html
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策事前施策／／WEBWEB
2010.2010.22.. 1010

The New York TimesThe New York Times

http://www.nytimes.com/2010/02/10/dining/10fcal.html?ref=dining
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策／事前施策／WEBWEB
2010.2.152010.2.15

Twitter -Restaurant Business Magazine writer-

http://twitter.com/RBPat/status/9159442387

【Restaurant Business Magazine】
レストラン、ホテル、リゾートなどのフードサービス業界専門月刊誌。発行部数7万6,100部。

上記クリッピングは業界専門誌 『Restaurant Business Magazine』 の記者（Patricia Cobe）がNY事前サンプリング施策の実施店
「La Fonda Del Sol」に出かけることをTwitterした記事。本誌には5月号又は6月号にて「snapshots」というコーナーにて、食材に
ついてリストされる見込み。

【Restaurant Business Magazine】
レストラン、ホテル、リゾートなどのフードサービス業界専門月刊誌。発行部数7万6,100部。

上記クリッピングは業界専門誌 『Restaurant Business Magazine』 の記者（Patricia Cobe）がNY事前サンプリング施策の実施店
「La Fonda Del Sol」に出かけることをTwitterした記事。本誌には5月号又は6月号にて「snapshots」というコーナーにて、食材に
ついてリストされる見込み。
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策／雑誌事前施策／雑誌

2010.2.242010.2.24
ChopSticks NY

【ChopSticks NY】
食を中心とした日本および日本文化を扱った月刊誌。発行部数5万部。
【ChopSticks NY】
食を中心とした日本および日本文化を扱った月刊誌。発行部数5万部。
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策／事前施策／WEBWEB
2010.2.242010.2.24

ChopSticks NY

http://www.chopsticksny.com/events_print.php?event=Events&id=663
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策／雑誌事前施策／雑誌

2010.3.12010.3.1
Grocery Headquarters

【Grocery Headquarters】
リテールおよび卸向け食品業界専門月刊誌。
発行部数3万6,023部。IBSS会場でも同誌が配布された。

【Grocery Headquarters】
リテールおよび卸向け食品業界専門月刊誌。
発行部数3万6,023部。IBSS会場でも同誌が配布された。
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

NYNY事前施策／事前施策／WEBWEB
2010.3.12010.3.1

Grocery Headquarters

http://groceryheadquarters.com/articles/2010-03-01/SeaQuest
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.3.012010.3.01

SeafoodSource.comSeafoodSource.com

http://seafoodsource.com/newsarticledetail.aspx?id=4294989468

【SeafoodSource.com】
IBSS主催企業の関連メディア「Seafood Business」誌のWEB版にブリをテーマにした記事が
掲載され、出展者の森松水産冷凍（株）および（株）兵殖が取り上げられた。

【SeafoodSource.com】
IBSS主催企業の関連メディア「Seafood Business」誌のWEB版にブリをテーマにした記事が
掲載され、出展者の森松水産冷凍（株）および（株）兵殖が取り上げられた。



41

Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期直前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.3.122010.3.12Specialty Specialty Food.comFood.com

http://www.specialtyfood.com/do/news/ViewSpecialtyFoodNewsArticle?id=36248

※リリース及びプレスキットの内容もリンク掲載
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 –会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.01.272010.01.27Business WireBusiness Wire

http://www.businesswire.com/news/home/20100127007011/en/Leading-Japanese-Seafood-Producers-Set-Reel-Market
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

b BNETb BNET

http://findarticles.com/p/articles/mi_m0EIN/is_20100127/ai_n48755932/
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

BENZINGABENZINGA

http://www.benzinga.com/press-releases/b102256/leading-japanese-seafood-producers-set-to-reel-in-new-market-of-american-buye
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

boston.comboston.com

http://finance.boston.com/boston/?ChannelID=3191&GUID=11654923&Page=MediaViewer
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Chron.comChron.com

http://studio-5.financialcontent.com/chron/?GUID=11654923&Page=MediaViewer&ChannelID=3191
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

CNBCCNBC

http://www.cnbc.com/id/35109782
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

dBisinessNewsdBisinessNews (BOSTON)(BOSTON)

http://albany.dbusinessnews.com/viewnews.php?article=bwire/20100127007011r1.xml
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

dBisinessNewsdBisinessNews (NEW YORK)(NEW YORK)

http://albany.dbusinessnews.com/viewnews.php?article=bwire/20100127007011r1.xml
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

denverpost.com

http://finance.denverpost.com/mng-denver.denverpost/?GUID=11654923&Page=MediaViewer&ChannelID=3191
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Earth Times

http://www.earthtimes.org/articles/show/leading-japanese-seafood-producers-set,1140142.shtml
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

EON

http://eon.businesswire.com/portal/site/eon/permalink/?ndmViewId=news_view&newsId=20100127007016&newsLang=en
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Fideliy Investments

http://eresearch.fidelity.com/eresearch/markets_sectors/analysis/story.jhtml?storyid=201001271836BIZWIRE_USPR_____BW7011&provider=BIZWIRE_&product=USP
R____&gic=30&category=sectorNews
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Fobes.com

http://www.forbes.com/feeds/businesswire/2010/01/27/businesswire134580436.html
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

globeinvestor.com

http://www.globeinvestor.com/servlet/story/BWIRE.20100127.20100127007011/GIStory
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

HPCwire

http://markets.hpcwire.com/taborcomm.hpcwire/?GUID=11654923&Page=MediaViewer&ChannelID=3191
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

International Boston Seafoodo Show2010 （開催者サイト）

http://www.bostonseafood.com/10/public/Content21412.aspx
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

International Business News 

http://markets.ibtimes.com/ibtimes/?GUID=11654923&Page=MediaViewer&ChannelID=3191
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

MORNINGSTAR

http://news.morningstar.com/newsnet/ViewNews.aspx?article=/BW/20100127007011_univ.xml
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

News Blaze

http://newsblaze.com/story/2010012715361300001.bw/topstory.html
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

One News Page

http://www.onenewspage.com/news/Markets/20100127/7790745/Leading-Japanese-Seafood-Producers-Set-to-Reel-in.htm
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Preshable News.com

http://www.perishablenews.com/index.php?article=0004162
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Scottrard

http://research.scottrade.com/public/markets/news/news.asp?searchtxt=Leading+Japanese+Seafood+Producers+Set+to+Reel+in+New+Market+of+American+Buyers+a
t+International+Boston+Seafood+Show+&section=headlines&searchtype=0&filter
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

Smaｒｔ Bief 

http://www.smartbrief.com/news/aanp/industryBW-detail.jsp?id=19261DB6-BD1A-43D9-A905-14DCFCCD65F9
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

StreetInsider.com

http://www.streetinsider.com/Press+Releases/Leading+Japanese+Seafood+Producers+Set+to+Reel+in+New+Market+of+American+Buyers+at+International+Bosto
n+Seafood+Show/5281799.html
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

TD AMERITRADE

http://research.tdameritrade.com/public/markets/news/story.asp?docKey=100-027b5828-1&clauses=
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

TD waterhouse

https://research.tdwaterhouse.ca/research/public/Markets/NewsArticle/100-027b5822-1
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

the Boston10the Boston10

http://www.businesswire.com/portal/site/boston10/?ndmViewId=news_view&newsId=20100127007011&newsLang=en
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

THE FREELIBRARY

http://www.thefreelibrary.com/Leading+Japanese+Seafood+Producers+Set+to+Reel+in+New+Market+of...-a0217556879
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

the Rochester10

http://www.businesswire.com/portal/site/rochester10/?ndmViewId=news_view&newsId=20100127007011&newsLang=en
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

WBPonline

http://wbponline.com/content/view/2629846
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

World Market Media

http://www.worldmarketmedia.com/856/section.aspx/?GUID=11654923&Page=MediaViewer&ChannelID=3191
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

YAHOO! FINANCE

http://finance.yahoo.com/news/Leading-Japanese-Seafood-bw-1167867935.html?x=0&.v=1
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2727

YAHOO!CANADA FINANCE

http://ca.biz.yahoo.com/bw/100127/20100127007011.html?.v=1
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2828

FinanzNachrichten.de

http://www.finanznachrichten.de/nachrichten-2010-01/15998125-leading-japanese-seafood-producers-set-to-reel-in-new-market-of-american-buyers-at-international-
boston-seafood-show-004.htm
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Ⅵ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期前）

出展告知／出展告知／WEBWEB
2010.2010.11..2828

PR-inside

http://www.pr-inside.com/leading-japanese-seafood-producers-set-r1690957.htm
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 – リリース／会期中～会期後 ）

2010.03.222010.03.22プレスリリースプレスリリース （事後開催告知）（事後開催告知）
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期中会期中
雑誌雑誌

2010.02010.033.14.14SeafoodSeafood Business Business （号外）（号外）

デイリー版（号外）の『Seafood Business』は、
IBSS会期中、会場内にて毎日5000部発行。
デイリー版（号外）の『Seafood Business』は、
IBSS会期中、会場内にて毎日5000部発行。
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

番組名 ：Nautica Talk with Captain Lou
ラジオ局：WATD in Boston （http://www.959watd.com/）
放送日 ： 3月21日（日）午前11時～正午

ボストンのラジオ局「95.9FM WATD in Boston （www.959watd.com）の番組「Nautica Talk with Captain Lou」
にて試食レセプションの来賓Dave Eckert氏のインタビューの模様が約9分にわたって放送された。

番組名 ：Nautica Talk with Captain Lou
ラジオ局：WATD in Boston （http://www.959watd.com/）
放送日 ： 3月21日（日）午前11時～正午

ボストンのラジオ局「95.9FM WATD in Boston （www.959watd.com）の番組「Nautica Talk with Captain Lou」
にて試食レセプションの来賓Dave Eckert氏のインタビューの模様が約9分にわたって放送された。

会期後会期後
ラジオラジオ

2010.3.212010.3.21NauticaNautica Talk with Captain LouTalk with Captain Lou （局名：（局名：95.9FM WATD in Boston95.9FM WATD in Boston））

【キャプテン・ルーの『Nautical Talk Radio』のデイブ・エカート氏のインタビュー要訳】

ボストンの地元のラジオ番組『Nautical Talk Radio』の司会のキャプテン・ルーは、ボ
ストン・シーフードショーの日本パビリオンの出展者10社の食材を試食できるレセプ
ション・パーティーに招待されました。パーティーでは、お刺身、海草などの色々な日本

のシーフードをアレンジした料理を楽しみました。

そこで彼は、レセプション会場に招かれた特別ゲストのデイブ・エッカート氏にインタ

ビューしました。

エッカート氏の番組『Culnary Travel with Dave Eckert』は世界中の料理や食文化な
どを紹介しており、過去300回にわたって放送されています。

エッカート氏は「先日、日本の愛媛県に取材に行き、地元の漁師、数々の素晴らしい

魚料理と、美しい自然などを撮影し、アメリカに持ち帰って放送することが出来た。また、

地元の料理のブリしゃぶを食した。薄く切ったブリの刺身を熱いだし汁にさっとすすい

で食べるのがとてもユニークで味も素晴らしかった。」とコメントしました。
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
新聞新聞

2010.4.32010.4.3週刊ビジネスニュース（週刊ビジネスニュース（WeeklyWeekly Business NewsBusiness News））

【週刊ビジネスニュース （Weekly Business News）】

毎週金曜日発行の「週刊ビジネスニュース」は、全米18都市の邦人コミュニティを主な対象に、政治・経済・産業・
金融などの最新ニュースをはじめ、IT・ハイテク関連に至るまで幅広い業界の最新ニュースや市場動向を提供。
米国内のニュースに留まらず、日本国内で起こっている最新事情や中国をはじめとするアジア諸国や欧州の最
新情報もカバーし、現地スタッフによる取材を元に集められた米国内の医療・不動産・教育といった最新の生活
情報などを公開している。

発行部数：24000部／週 （毎週金曜日発行）
ホームページ：http://www.businessnews-us.com/

【週刊ビジネスニュース （Weekly Business News）】

毎週金曜日発行の「週刊ビジネスニュース」は、全米18都市の邦人コミュニティを主な対象に、政治・経済・産業・
金融などの最新ニュースをはじめ、IT・ハイテク関連に至るまで幅広い業界の最新ニュースや市場動向を提供。
米国内のニュースに留まらず、日本国内で起こっている最新事情や中国をはじめとするアジア諸国や欧州の最
新情報もカバーし、現地スタッフによる取材を元に集められた米国内の医療・不動産・教育といった最新の生活
情報などを公開している。

発行部数：24000部／週 （毎週金曜日発行）
ホームページ：http://www.businessnews-us.com/
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

WEBWEB
2010.03.222010.03.22Business WireBusiness Wire

http://www.businesswire.com/portal/site/home/permalink/?ndmViewId=news_view&newsId=20100322006729&newsLang=en
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22AD HOC NEWSAD HOC NEWS
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22Alpha Trade FinanceAlpha Trade Finance
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22Restaurant Restaurant News.comNews.com
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22BENZINGA the trading idea networkBENZINGA the trading idea network
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22CitySpurCitySpur
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22Financial CONTENTFinancial CONTENT
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22EarthTimesEarthTimes
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22EON (Enhanced Online News)EON (Enhanced Online News)
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22EUROEUROINVESTORINVESTOR.co.uk.co.uk
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22FinanzFinanzNachrichtenNachrichten.de.de
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22FoodFoodBizBizDailyDaily (ACTIONABLE NEWS FOR GLOBAL BIA)(ACTIONABLE NEWS FOR GLOBAL BIA)
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22Multichannel NEWSMultichannel NEWS
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22News BlazeNews Blaze
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22News News morningstarmorningstar
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22PerishableNews.comPerishableNews.com

http://www.perishablenews.com/index.php?article=0005190

※リリース及びプレスキットの内容もリンク掲載
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22PRPR--inside.cominside.com
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22SEAFOOD NEWS TODAYSEAFOOD NEWS TODAY
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22tradingtrading--house.nethouse.net
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Ⅶ. 掲載・報道実績-2 （米国 -会期中～会期後 ）

会期後会期後
WEBWEB

2010.3.222010.3.22YAHOO! FINANCEYAHOO! FINANCE





平成21年度農林水産物等海外販路創出・拡大委託事業
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発 行：平成22年3月

委託先：共同ピーアール株式会社

〒104-8158 東京都中央区銀座7-2-22 同和ビル

Tel : 03-3571-5306 Fax : 03-3571-5259


	IBSS2010-all.pdf
	★IBSS報告書2010-掲載実績-final

